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募 金
目 標 額 115,000,000円
実 績 額 105,848,778円
達 成 率 92.0％

使 い み ち
助 成 額 90,362,575円
運 動 経 費 15,486,203円

計 105,848,778円

社会福祉法人 鳥取県共同募金会

令和８年度も皆様の温かい御支援と御協力をお願いいたします！

●令和７年度実績・助成額

令和７年度共同募金結果報告
　昨年度は、皆様の温かいご支援をいただきあ
りがとうございました。お寄せいただきました
寄付金は、令和８年度に県内の社会福祉施設や
小規模作業所、ボランティア団体・NPO法人
等が実施する地域福祉活動等の事業に活用さ
れます。
　詳細な助成内容等は本会ホームページに掲
載していますのでご覧ください。

https://akaihane-tottori.or.jp

〔地域福祉振興基金〕への御寄付（生活困窮者に対する支援など、地域福祉の推進を支援しています。）
　◆山田 和夫　様

〔ＤＶ被害者支援基金〕への御寄付（DV被害者の方へ自立支援金を給付しています。）
　◆国際ソロプチミスト米子　会長　大江 　忍　様

〔交通遺児福祉資金〕への御寄付（県内の交通遺児へ激励金を支給します。）
　◆日ノ丸エネオス給油所部会　会長　中村 徹雄　様
　◆株式会社アミパラ　代表取締役　筒井わかよ　様、アミパラ日吉津店　様、アミパラがいな店　様

御寄付を賜り誠にありがとうございました。
御意志に従い活用させていただきます。（順不同）御寄付御礼

◆ 問い合わせ先 　総務部　☎0857-59-6331◆

◆ 問い合わせ先 　総務部　☎0857-59-6331◆

　本会では、地域福祉の推進とみんなでつくる福祉社会の実現に向けて、
　“県民参画による福祉のまちづくり” “安心して暮らせる仕組みづくり” “福祉を担う人づくり”
を中心に地域の様々な機関・団体と連携して、安心して暮らせる地域社会をめざしています。
　賛助会員の皆様のご協力をいただき、県内の地域福祉をより一層充実していきたいと考えています。
　本会の趣旨にご賛同いただき、会員としてご支援、ご協力をくださいますようお願い申しあげます。
　　　会　費（毎年度）　　団　体　一口：10,000円　　個　人　一口：3,000円
【賛助会員になるには】
　入会を希望される方は、鳥取県社会福祉協議会ホームページより加入申込書をダウンロードしてください。
必要事項を記入の上、本会まで郵送してください。入会申込書受理後、会費納入のご案内をお送りします。

◆申込書送付先◆　〒689-0201　鳥取県鳥取市伏野1729-5　鳥取県社会福祉協議会　総務部

賛助会員を募集しています

新規会員様ご紹介  （令和８年６月１日現在、順不同）　
　シダックスフードサービス株式会社　様

ご入会いただきありがとうございました。

主 な 項 目

切り絵：浦富海岸／紙原  四郎 氏（とっとりいきいきシニアバンク登録）
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今日の眼　社会法人倉吉市社会福祉協議会  会長 涌嶋  祐二
二回目を迎えた「因伯ねんりんピック」
令和８年度県民総合福祉大会
社会福祉法人による「地域における公益的な取組」紹介
えんくるり事業　令和７年度事業報告
市町村社協の〝これから〞
令和８年度介護の入門的研修
令和８年度 介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会
次代を担う若い世代に向けた保育の魅力発信
介護の出前講座 「知ってみよう！福祉のお仕事」
令和８年度 社会福祉法人 会計実務研修会の御案内
離職した介護人材等の就職準備金貸付事業の御案内
社会福祉施設のBCP訓練支援
～交通遺児福祉資金事業をご存知ですか～
令和７年度事業報告・決算
令和７年度権利擁護セミナー
令和７年度苦情受付状況について
賛助会員募集・御寄付御礼・赤い羽根共同募金

鳥取県社協だより
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音声コード Uni-Voice

音声コード「Uni-Voice」
を印字しています。
音声コードをアプリで読
み込んでいただくと音声
が流れます。

夏号
第255号

令和８年
７月１日発行

小野 雅孝　様　　西村 裕美　様　　山部 一人　様
梶本 周平　様　　川上 英二　様　　花房 　剛　様
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今日の

　
昨
年
６
月
20
日
に
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長

に
就
任
し
、約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。私
自
身
に
と
っ

て
も
、あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
あ
り
、多
く
の
事
業
を

推
進
す
る
中
で
、な
お
一
層
の
学
び
と
研
鑽
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
福
祉
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
は
じ

め
、生
活
困
窮
世
帯
や
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
相
談
支

援
、さ
ら
に
は
在
宅
生
活
を
支
え
る
介
護
保
険
事
業
の
実
施
な
ど
、幅
広
い
事
業

に
理
事
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、倉
吉
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
率
は
35
％
を

超
え
、地
区
に
よ
っ
て
は
50
％
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、医
療
・
介
護
需

要
の
急
増
や
深
刻
な
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、地
域
社
会
の
維
持
が
困
難
に
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、差
別
や
偏
見
、無
理
解
、無
関
心
と
い
っ
た
社
会
の
未
成
熟
さ
が
生
み
出

す「
社
会
的
な
障
が
い（
壁
）」に
よ
っ
て
、社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、当
事
者
だ
け
の
課
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、社
会

全
体
で
向
き
合
い
、周
囲
の
環
境
へ
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
、倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、社
会
の
受
け
入
れ
る
力（
社
会
受

容
）の
向
上
を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け

る
機
会
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、社
会
課
題
や
日
常
の
違
和
感
に
気
づ
く
機
会

を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、変
化
す
る
社
会
環
境
の
中
で
、多
様
な
人
々
と

協
力
し
な
が
ら
、日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、新
た
に
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
種

目
を
加
え
、全
14
種
目
と
な
り
高
齢
者
の
皆
さ

ま
が
よ
り
多
く
の
交
流
や
活
躍
の
場
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
会
へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
５
月
１
日（
金
）の
ゴ
ル
フ
大
会
を

皮
切
り
に
、22
日（
金
）の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大

会
ま
で
を
県
中
部
地
区
を
中
心
に
開
催
し
ま

し
た
。千
人
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
楽
し
く
交
流
や
親
睦
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、本
大
会
は
、全
国
健
康
福
祉
祭（
愛

称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）の
選
手
選
考
会
も
兼

ね
て
お
り
、上
位
入
賞
者
に
11
月
７
日（
土
）〜

10
日（
火
）埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
」に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ

く
り
を
支
え
る
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、笑
顔
あ

ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会  

  

会 

長  

涌
嶋
　祐
二

二
回
目
を
迎
え
た

  

「
因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

　県民の誰もが、心豊かに安心して暮らせる福祉社会を確立するためには、県民の福祉の推進に対す
る理解が必要です。そこで、県民の多くが一堂に会し、地域福祉を身近な問題、自らの問題として受
け止め、福祉のまちづくりに対する理解を深めます。併せて、本県の社会福祉の発展に大きく功績の
あった方々を顕彰いたします。
　併せて、鳥取県手をつなぐ育成会が発足から 70年を迎えることを記念した催しを企画します。

令和８年度県民総合福祉大会令和８年度県民総合福祉大会

検
索

　大
会
結
果
の
詳
細
は
、
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.tottori-w

el.or.jp/kotobuki/

※記念講演、フリースペースの催事はどなたでも参加いただけます
　(入場無料、当日参加可)

期　日 令和８年８月26日（水）

会　場 エースパック未来中心
 　倉吉市駄経寺町212‒5
 　　Tel（0858）23‒5390

対　象 1,000人程度
参加費 無　料

参加申込

（１）　社会福祉関係者等の参加者は管内の市町村
の社会福祉協議会へお申込み下さい。
①市町村社会福祉協議会は、参加者を取りまと
めて７月31日（金）までに大会事務局へ申込
みをお願いします。

②参加者の旅費等はそれぞれの所属で御負担を
お願いします。

③参加者の昼食はそれぞれで御用意をお願いし
ます。

（２）　その他の参加者は自由参加といたします
（当日参加、可）。

大会事務局

県民総合福祉大会実行委員会事務局
〒689‒0201  鳥取市伏野1729‒5
　鳥取県社会福祉協議会内
　Tel（0857）59‒6344 Fax（0857）59‒6340

内　容

【大ホール】
13:00～　開会式（挨拶、来賓祝辞、歓迎挨拶）
13:25～　表彰式　　
13:50　　休　憩
14:00～　活動発表
　　　　　「仲間と一緒に、できることを一生懸命に」
　　　　～地域で学びたい、働きたい～

　　　　　鳥取県手をつなぐ育成会本人部会
　　　　　「いちばん星の会」
14:15～　記念講演
　　　　　「生きてるだけで100点満点！」
　　　　　タレント・俳優　奥山　佳恵 氏
15:30　　閉　会

【アトリウム】
12:00～16:00（予定）
　●シニアバンクコーナー（広報等）
　●健康コーナー
　　・健康チェック、健康相談
　●福祉の店コーナー
　　・作品・商品の展示即売
　●福祉情報・啓発コーナー
　　・パネル展示、福祉情報の紹介
　●鳥取県手をつなぐ育成会PRコーナー
　　（広報等）

記念講演　　
　1990 年、映画『喜多郎の十五少女漂流記』の全国オーディションにて３
万1,000人を超える中からグランプリを獲得し、芸能活動をスタート。翌
年、日本アカデミー賞新人俳優賞を受賞、その後も、ドラマ・バラエティ番
組など多方面で活動。2025 年からは個人としての活動を始め、現在もタレ
ント・俳優として第一線で活動中。
　また、ペップトークと出会い、2025年1月にはペップトーク講師の資格
を取得。講演やイベントなど、自分の言葉で“あなたはあなたのままでいい”
というメッセージを発信、「ありのまま」を大切にする社会を目指し活動中。

テーマ　「生きてるだけで100点満点！」　講　師　タレント・俳優　奥　山　佳　恵 氏　

※会場内には託児室を設けております
※大ホールには手話通訳者、要約筆記者を配置しています

五月晴れのソフトテニス

熱戦の囲碁

ナイススローのラダーゲッター

◆  問い合わせ先 　生涯現役推進室　☎0857-59-6338 ◆◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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度
か
ら
、新
た
に
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
種

目
を
加
え
、全
14
種
目
と
な
り
高
齢
者
の
皆
さ

ま
が
よ
り
多
く
の
交
流
や
活
躍
の
場
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
会
へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
５
月
１
日（
金
）の
ゴ
ル
フ
大
会
を

皮
切
り
に
、22
日（
金
）の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大

会
ま
で
を
県
中
部
地
区
を
中
心
に
開
催
し
ま

し
た
。千
人
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
楽
し
く
交
流
や
親
睦
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、本
大
会
は
、全
国
健
康
福
祉
祭（
愛

称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）の
選
手
選
考
会
も
兼

ね
て
お
り
、上
位
入
賞
者
に
11
月
７
日（
土
）〜

10
日（
火
）埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
」に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ

く
り
を
支
え
る
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、笑
顔
あ

ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会  

  

会 

長  

涌
嶋
　祐
二

二
回
目
を
迎
え
た

  

「
因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

　県民の誰もが、心豊かに安心して暮らせる福祉社会を確立するためには、県民の福祉の推進に対す
る理解が必要です。そこで、県民の多くが一堂に会し、地域福祉を身近な問題、自らの問題として受
け止め、福祉のまちづくりに対する理解を深めます。併せて、本県の社会福祉の発展に大きく功績の
あった方々を顕彰いたします。
　併せて、鳥取県手をつなぐ育成会が発足から 70年を迎えることを記念した催しを企画します。

令和８年度県民総合福祉大会令和８年度県民総合福祉大会

検
索

　大
会
結
果
の
詳
細
は
、
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.tottori-w

el.or.jp/kotobuki/

※記念講演、フリースペースの催事はどなたでも参加いただけます
　(入場無料、当日参加可)

期　日 令和８年８月26日（水）

会　場 エースパック未来中心
 　倉吉市駄経寺町212‒5
 　　Tel（0858）23‒5390

対　象 1,000人程度
参加費 無　料

参加申込

（１）　社会福祉関係者等の参加者は管内の市町村
の社会福祉協議会へお申込み下さい。
①市町村社会福祉協議会は、参加者を取りまと
めて７月31日（金）までに大会事務局へ申込
みをお願いします。
②参加者の旅費等はそれぞれの所属で御負担を
お願いします。
③参加者の昼食はそれぞれで御用意をお願いし
ます。

（２）　その他の参加者は自由参加といたします
（当日参加、可）。

大会事務局

県民総合福祉大会実行委員会事務局
〒689‒0201  鳥取市伏野1729‒5
　鳥取県社会福祉協議会内
　Tel（0857）59‒6344 Fax（0857）59‒6340

内　容

【大ホール】
13:00～　開会式（挨拶、来賓祝辞、歓迎挨拶）
13:25～　表彰式　　
13:50　　休　憩
14:00～　活動発表
　　　　　「仲間と一緒に、できることを一生懸命に」
　　　　～地域で学びたい、働きたい～

　　　　　鳥取県手をつなぐ育成会本人部会
　　　　　「いちばん星の会」
14:15～　記念講演
　　　　　「生きてるだけで100点満点！」
　　　　　タレント・俳優　奥山　佳恵 氏
15:30　　閉　会

【アトリウム】
12:00～16:00（予定）
　●シニアバンクコーナー（広報等）
　●健康コーナー
　　・健康チェック、健康相談
　●福祉の店コーナー
　　・作品・商品の展示即売
　●福祉情報・啓発コーナー
　　・パネル展示、福祉情報の紹介
　●鳥取県手をつなぐ育成会PRコーナー
　　（広報等）

記念講演　　
　1990 年、映画『喜多郎の十五少女漂流記』の全国オーディションにて３
万1,000人を超える中からグランプリを獲得し、芸能活動をスタート。翌
年、日本アカデミー賞新人俳優賞を受賞、その後も、ドラマ・バラエティ番
組など多方面で活動。2025 年からは個人としての活動を始め、現在もタレ
ント・俳優として第一線で活動中。
　また、ペップトークと出会い、2025年1月にはペップトーク講師の資格
を取得。講演やイベントなど、自分の言葉で“あなたはあなたのままでいい”
というメッセージを発信、「ありのまま」を大切にする社会を目指し活動中。

テーマ　「生きてるだけで100点満点！」　講　師　タレント・俳優　奥　山　佳　恵 氏　

※会場内には託児室を設けております
※大ホールには手話通訳者、要約筆記者を配置しています

五月晴れのソフトテニス

熱戦の囲碁

ナイススローのラダーゲッター

◆  問い合わせ先 　生涯現役推進室　☎0857-59-6338 ◆◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
化
と
さ
れ
て
い
る
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
、
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
の
取
組
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉

会
の
地
域
を
つ
な
ぐ
取
組
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

地
域
住
民
と
共
に
創
る
「
み
の

り
カ
フ
ェ
」

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
ぐ
笑

顔
と
見
守
り
の
輪
〜

【
取
組
の
内
容
】

　
社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉
会
の
研
修

交
流
施
設
「
福
祉
の
里
ふ
れ
あ
い
会
館
」

で
は
毎
月
第
４
火
曜
日
の
午
後
に
「
み
の

り
カ
フ
ェ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。カ
フ
ェ

は
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
そ
し
て

地
域
で
こ
れ
ら
の
方
々
を
支
え
た
い
と
願

う
人
々
が
集
え
る
場
と
し
て
令
和
６
年
９

月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
お
菓
子
や
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
相
談
や

世
間
話
を
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
の
集
い
の
場
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
運
営
は
福
祉
施

設
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住

民
が
「
支
え
手
」
と
し
て
関
わ
り
、
地
域

全
体
で
認
知
症
の
方
や
高
齢
者
を
支
え
る

理
想
的
な
姿
が
あ
り
ま
す
。

●「
お
も
て
な
し
」
を
担
う
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

　
カ
フ
ェ
の
運
営
に
は
、
近
隣
の
福
守
町

や
西
福
守
町
を
中
心
と
し
た
地
域
住
民
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
社
地
区
か
ら
男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
る
な
ど
、
協
力
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
役
割
は
、
参
加

者
へ
の
ド
リ
ン
ク
提
供
や
準
備
、
受
付
、

後
片
付
け
で
す
。
会
場
内
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
専
用
の
席
が
設
け
ら
れ
、
注
文
を

受
け
て
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
運
ぶ
だ
け
で

な
く
、
参
加
者
と
同
じ
目
線
で
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
良
き

話
し
相
手
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●「
顔
の
見
え
る
関
係
」
に
よ
る
緩
や
か

な
見
守
り
と
専
門
職
と
の
連
携

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
関
わ
る
最
大

の
意
義
は
、
単
な
る
運
営
の
補
助
で
は
な

く
、「
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
」
に
あ
り

ま
す
。
毎
月
継
続
し
て
参
加
す
る
こ
と
で

参
加
者
の
顔
を
覚
え
、「
今
日
は
少
し
元

気
が
な
い
か
な
？
」
と
い
っ
た
些
細
な
変

化
に
気
づ
い
た
り
、
気
に
な
る
方
を
カ

フ
ェ
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
カ

フ
ェ
と
地
域
と
の
つ
な
ぎ
役
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
終
了
後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
振
り
返
り
（
情

報
共
有
）
を
行
い
ま
す
。
倉
吉
市
の
長
寿

社
会
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
て
お
り
、
専
門
職
が
常
に
同
席
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
初
期
症

状
の
発
見
や
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
中

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
相
談
を
可
能
に
し
て
い

ま
す
。

●「
支
え
手
」と「
受
け
手
」

が
入
れ
替
わ
る
循
環

　「
み
の
り
カ
フ
ェ
」
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
支
え
る
側
と
支
え

ら
れ
る
側
の
境
界
が
緩
や
か
で
あ
る
こ
と

も
特
徴
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
高

齢
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
健
康
状
態
や
様
子

も
同
様
に
見
守
る
こ
と
で
年
齢
と
共
に
活

動
が
難
し
く
な
っ
た
際
に
は
、「
次
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
は
な
く
、
参
加
者

（
お
客
さ
ん
）
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
合
い
、
役
割
が
変
わ
っ

て
も
同
じ
場
所
で
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
に
、

い
つ
で
も
福
祉
の
相
談
が
で
き
、
多
世
代

が
交
流
で
き
る
場
所
が
あ
る
」
と
い
う
誇

り
と
安
心
感
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
動
力

と
な
っ
て
お
り
、
法
人
の
理
念
で
も
あ
る

「
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
以
上
ま
で
」
を
支

え
る
活
動
の
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
作
品
で
広
が
る
地
域
の
輪

　
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
み

の
り
大
山
」
の
ロ
ビ
ー
を
地
域
に
開
放

し
、
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の

場
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
み
の
り
大
山
」
の
取
組
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
「
み
の
り
カ
フ
ェ
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
製
作
さ
れ
た
作
品
や
障

が
い
者
施
設
の
入
所
者
に
よ
る
書
道
作

品
、
高
齢
者
施
設
で
製
作
さ
れ
た
切
り
絵

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
展
示
以
外
に
も
、
地

域
の
川
柳
団
体
の
作
品
展
、
住
民
の
個
展

な
ど
、
単
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
地
域
で
活
躍
す
る
方
を
応
援

し
、
施
設
と
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
「
顔
の

見
え
る
」
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
製
作
に
も

取
り
組
み
、
カ
フ
ェ
の
参
加
者
が
園
児
と

一
緒
に
折
っ
た
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の

小
中
高
校
に
も
呼
び
か
け
て
折
り
鶴
を
集

め
、
法
人
の
職
員
、
利
用
者
と
共
に
製
作

し
た
千
羽
鶴
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
た

後
、
広
島
へ
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
え
る
企
画
力

　
参
加
者
が
毎
月
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し

め
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
「
み
の
り
カ

フ
ェ
」
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。
法

人
の
事
務
局
お
よ
び
周
辺
に
あ
る
９
つ
の

事
業
所（
高
齢
者
施
設
、障
が
い
者
施
設
、

保
育
園
な
ど
）
か
ら
集
ま
っ
た
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
チ
ー
ム
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
内
の
３
つ
の
保
育
園
が
持
ち
回
り

で
参
加
す
る
「
園
児
と
の
交
流
」
は
参
加

者
に
大
人
気
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
五
感
を
刺
激
す
る
創
作
活
動
を

通
じ
て
達
成
感
を
得
る
「
臨
床
美
術
」
で

は
専
門
の
講
師
を
招
い
て
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
警
察
官
に
よ
る

「
特
殊
詐
欺
防
止
啓
発
」
の
寸
劇
、
倉
吉

市
社
協
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
生
命
保
険

会
社
と
連
携
し
た
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
野

菜
摂
取
量
測
定
）」、
地
域
の
煎
茶
道
講
師

に
よ
る
「
お
煎
茶
教
室
」
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
外
部
の
専
門
知
識
や
地
域

の
特
技
を
持
つ
方
々
も
積
極
的
に
巻
き
込

み
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
取
組
に
よ
る
成
果
】

●
顔
の
見
え
る
見
守
り
体
制
の
構
築

　
毎
月
開
催
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
が
参
加
者
の

変
化
に
気
づ
き
、情
報
を
共
有
で
き
る「
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
」
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

●
施
設
利
用
者
の
社
会
参
加
と
交
流

　
施
設
入
所
者
に
と
っ
て
も
、
外
出
の
機

会
以
外
に
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
交

流
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
り
、
暮
ら
し
の

楽
し
み
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
福
祉
の
相
談
が
で

き
る
」
と
い
う
認
識
が
地
域
に
広
ま
り
、

福
祉
の
拠
点
・
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
住
民
と
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
活
動
者
の
コ
メ
ン
ト
】

●
毎
月
開
催
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
の
方
々
と
顔
と
顔
が
つ
な
が
る
実
感

が
持
て
て
い
ま
す
。

●
５
年
10
年
と
こ
の
活
動
を
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
へ
の
一
番
の
貢
献

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎
月
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。
普
段
関
わ
る
こ
と
の

な
い
人
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

【
利
用
者
の
声
】

●
園
児
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
元
気
を
も

ら
え
ま
す
。
可
愛
く
て
、
楽
し
く
て
涙

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

●
毎
月
参
加
し
て
い
ま
す
。
家
に
一
人
で

い
る
の
で
、
月
に
一
度
の
こ
の
日
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

●
近
所
の
方
に
誘
わ
れ
て
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
み
の
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合

い
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

【
事
例
提
供
法
人
】

社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉
会

【
法
人
本
部
】

住
所
：
鳥
取
県
倉
吉
市
福
守
町
４
４
８-

1

電
話
番
号
：
0
8
5
8-

2
9-

5
8
0
0

法
人
H
P
：

https://w
w
w
.m
in

orifukusikai.com

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

「
地
域
に
お
け
る

　
公
益
的
な
取
組
」
紹
介

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332◆
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社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
化
と
さ
れ
て
い
る
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
、
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
の
取
組
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉

会
の
地
域
を
つ
な
ぐ
取
組
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

地
域
住
民
と
共
に
創
る
「
み
の

り
カ
フ
ェ
」

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
ぐ
笑

顔
と
見
守
り
の
輪
〜

【
取
組
の
内
容
】

　
社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉
会
の
研
修

交
流
施
設
「
福
祉
の
里
ふ
れ
あ
い
会
館
」

で
は
毎
月
第
４
火
曜
日
の
午
後
に
「
み
の

り
カ
フ
ェ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。カ
フ
ェ

は
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
そ
し
て

地
域
で
こ
れ
ら
の
方
々
を
支
え
た
い
と
願

う
人
々
が
集
え
る
場
と
し
て
令
和
６
年
９

月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
お
菓
子
や
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
相
談
や

世
間
話
を
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
の
集
い
の
場
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
運
営
は
福
祉
施

設
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住

民
が
「
支
え
手
」
と
し
て
関
わ
り
、
地
域

全
体
で
認
知
症
の
方
や
高
齢
者
を
支
え
る

理
想
的
な
姿
が
あ
り
ま
す
。

●「
お
も
て
な
し
」
を
担
う
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

　
カ
フ
ェ
の
運
営
に
は
、
近
隣
の
福
守
町

や
西
福
守
町
を
中
心
と
し
た
地
域
住
民
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
社
地
区
か
ら
男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
る
な
ど
、
協
力
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
役
割
は
、
参
加

者
へ
の
ド
リ
ン
ク
提
供
や
準
備
、
受
付
、

後
片
付
け
で
す
。
会
場
内
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
専
用
の
席
が
設
け
ら
れ
、
注
文
を

受
け
て
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
運
ぶ
だ
け
で

な
く
、
参
加
者
と
同
じ
目
線
で
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
良
き

話
し
相
手
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●「
顔
の
見
え
る
関
係
」
に
よ
る
緩
や
か

な
見
守
り
と
専
門
職
と
の
連
携

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
関
わ
る
最
大

の
意
義
は
、
単
な
る
運
営
の
補
助
で
は
な

く
、「
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
」
に
あ
り

ま
す
。
毎
月
継
続
し
て
参
加
す
る
こ
と
で

参
加
者
の
顔
を
覚
え
、「
今
日
は
少
し
元

気
が
な
い
か
な
？
」
と
い
っ
た
些
細
な
変

化
に
気
づ
い
た
り
、
気
に
な
る
方
を
カ

フ
ェ
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
カ

フ
ェ
と
地
域
と
の
つ
な
ぎ
役
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
終
了
後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
振
り
返
り
（
情

報
共
有
）
を
行
い
ま
す
。
倉
吉
市
の
長
寿

社
会
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
て
お
り
、
専
門
職
が
常
に
同
席
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
初
期
症

状
の
発
見
や
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
中

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
相
談
を
可
能
に
し
て
い

ま
す
。

●「
支
え
手
」と「
受
け
手
」

が
入
れ
替
わ
る
循
環

　「
み
の
り
カ
フ
ェ
」
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
支
え
る
側
と
支
え

ら
れ
る
側
の
境
界
が
緩
や
か
で
あ
る
こ
と

も
特
徴
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
高

齢
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
健
康
状
態
や
様
子

も
同
様
に
見
守
る
こ
と
で
年
齢
と
共
に
活

動
が
難
し
く
な
っ
た
際
に
は
、「
次
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
は
な
く
、
参
加
者

（
お
客
さ
ん
）
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
合
い
、
役
割
が
変
わ
っ

て
も
同
じ
場
所
で
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
に
、

い
つ
で
も
福
祉
の
相
談
が
で
き
、
多
世
代

が
交
流
で
き
る
場
所
が
あ
る
」
と
い
う
誇

り
と
安
心
感
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
動
力

と
な
っ
て
お
り
、
法
人
の
理
念
で
も
あ
る

「
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
以
上
ま
で
」
を
支

え
る
活
動
の
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
作
品
で
広
が
る
地
域
の
輪

　
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
み

の
り
大
山
」
の
ロ
ビ
ー
を
地
域
に
開
放

し
、
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の

場
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
み
の
り
大
山
」
の
取
組
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
「
み
の
り
カ
フ
ェ
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
製
作
さ
れ
た
作
品
や
障

が
い
者
施
設
の
入
所
者
に
よ
る
書
道
作

品
、
高
齢
者
施
設
で
製
作
さ
れ
た
切
り
絵

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
展
示
以
外
に
も
、
地

域
の
川
柳
団
体
の
作
品
展
、
住
民
の
個
展

な
ど
、
単
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
地
域
で
活
躍
す
る
方
を
応
援

し
、
施
設
と
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
「
顔
の

見
え
る
」
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
製
作
に
も

取
り
組
み
、
カ
フ
ェ
の
参
加
者
が
園
児
と

一
緒
に
折
っ
た
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の

小
中
高
校
に
も
呼
び
か
け
て
折
り
鶴
を
集

め
、
法
人
の
職
員
、
利
用
者
と
共
に
製
作

し
た
千
羽
鶴
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
た

後
、
広
島
へ
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
え
る
企
画
力

　
参
加
者
が
毎
月
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し

め
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
「
み
の
り
カ

フ
ェ
」
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。
法

人
の
事
務
局
お
よ
び
周
辺
に
あ
る
９
つ
の

事
業
所（
高
齢
者
施
設
、障
が
い
者
施
設
、

保
育
園
な
ど
）
か
ら
集
ま
っ
た
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
チ
ー
ム
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
内
の
３
つ
の
保
育
園
が
持
ち
回
り

で
参
加
す
る
「
園
児
と
の
交
流
」
は
参
加

者
に
大
人
気
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
五
感
を
刺
激
す
る
創
作
活
動
を

通
じ
て
達
成
感
を
得
る
「
臨
床
美
術
」
で

は
専
門
の
講
師
を
招
い
て
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
警
察
官
に
よ
る

「
特
殊
詐
欺
防
止
啓
発
」
の
寸
劇
、
倉
吉

市
社
協
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
生
命
保
険

会
社
と
連
携
し
た
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
野

菜
摂
取
量
測
定
）」、
地
域
の
煎
茶
道
講
師

に
よ
る
「
お
煎
茶
教
室
」
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
外
部
の
専
門
知
識
や
地
域

の
特
技
を
持
つ
方
々
も
積
極
的
に
巻
き
込

み
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
取
組
に
よ
る
成
果
】

●
顔
の
見
え
る
見
守
り
体
制
の
構
築

　
毎
月
開
催
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
が
参
加
者
の

変
化
に
気
づ
き
、情
報
を
共
有
で
き
る「
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
」
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

●
施
設
利
用
者
の
社
会
参
加
と
交
流

　
施
設
入
所
者
に
と
っ
て
も
、
外
出
の
機

会
以
外
に
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
交

流
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
り
、
暮
ら
し
の

楽
し
み
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
福
祉
の
相
談
が
で

き
る
」
と
い
う
認
識
が
地
域
に
広
ま
り
、

福
祉
の
拠
点
・
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
住
民
と
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
活
動
者
の
コ
メ
ン
ト
】

●
毎
月
開
催
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
の
方
々
と
顔
と
顔
が
つ
な
が
る
実
感

が
持
て
て
い
ま
す
。

●
５
年
10
年
と
こ
の
活
動
を
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
へ
の
一
番
の
貢
献

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎
月
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。
普
段
関
わ
る
こ
と
の

な
い
人
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

【
利
用
者
の
声
】

●
園
児
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
元
気
を
も

ら
え
ま
す
。
可
愛
く
て
、
楽
し
く
て
涙

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

●
毎
月
参
加
し
て
い
ま
す
。
家
に
一
人
で

い
る
の
で
、
月
に
一
度
の
こ
の
日
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

●
近
所
の
方
に
誘
わ
れ
て
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
み
の
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合

い
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

【
事
例
提
供
法
人
】

社
会
福
祉
法
人
み
の
り
福
祉
会

【
法
人
本
部
】

住
所
：
鳥
取
県
倉
吉
市
福
守
町
４
４
８-

1

電
話
番
号
：
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8-

2
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0

法
人
H
P
：

https://w
w
w
.m
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社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

「
地
域
に
お
け
る

　
公
益
的
な
取
組
」
紹
介

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice



67

れ
な
く
な
り
、
自
身
の
収
入
だ
け
で
は

生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

な
ど
様
々
で
あ
り
、
個
別
も
し
く
は
世
帯

で
の
複
合
的
な
課
題
、
困
り
ご
と
を
抱
え

な
が
ら
、
生
計
困
難
に
至
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
相
談
支
援
を
し
て
い
く
う
え
で
は
、
こ

う
し
た
本
人
の
困
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
相
談
員
に
向
け
た
研
修

を
開
催
し
、
意
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
相
談
員
の
専
門
性
向
上
を
よ

り
一
層
図
り
、
既
存
の
制
度
の
狭
間
に
あ

る
課
題
へ
の
気
づ
き
を
促
す
と
と
も
に
、

関
係
者
が
連
携
し
て
自
立
に
向
け
た
き
め

細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

  

社
会
資
源
開
発
事
業

　
社
会
資
源
開
発
事
業
で
は
、
法
人
連
携

に
よ
り
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
新
た
に
創
出
し
、
展
開
さ
れ
る
事
業

に
対
し
、
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
食
堂
「
お
た
べ
食
堂
」

●
主
体
法
人
　
鳥
取
こ
ど
も
学
園

●
協
力
法
人

　
鳥
取
県
厚
生
事
業
団
、
鳥
取
市
社
協
、

鳥
取
県
共
同
募
金
会
、
鳥
取
県
社
協

●
開
催
日
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
　

●
利
用
者
　
延
べ
１
，
８
６
８
人

※
令
和
８
年
３
月
26
日
活
動
終
了

○
み
ん
な
の
居
場
所「
あ
い
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

●
主
体
法
人
　
こ
う
ほ
う
え
ん

　
子
ど
も
の
居
場
所
、
地
域
食
堂
、
学
習

支
援
、
相
談
等
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
毎
日

実
施
さ
れ
、
多
世
代
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◯
子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

　
え
ん
く
る
り
事
業
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
る
子
ど
も
服
を
活
用
し
、
単
独
開

催
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
ブ
ー
ス
出
展
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
法
人
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
生
計
困
難
者
等
に

対
す
る
相
談
支
援
事
業
）

え
ん
く
る
り
事
業

令
和
７
年
度
事
業
報
告

経済的支援の内訳（令和７年度）

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332 ◆◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332 ◆

　
本
会
で
は
、「
地
域
福
祉
の
推
進
と
み

ん
な
で
つ
く
る
福
祉
社
会
の
実
現
」
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、「
県
民
参
画
に
よ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
（
住
民
参
加
と
市

町
村
社
協
支
援
）」
を
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
町
村
社
協
で
の
取
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
三
朝
町
社
協
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
宮
脇
事
務
局
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

誰
も
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
町
を
目
指
し
て

　
三
朝
町
社
協
で
は
、
令
和
７
年
度
に
新

た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
岩
本
町
社

協
会
長
が
県
社
協
主
催
の
「
先
進
地
視
察

研
修
」
に
参
加
し
、
視
察
先
の
大
阪
府
阪

南
市
社
協
で
の
、
職
員
が
部
署
を
超
え
て

一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め
る
組
織
づ

く
り
な
ど
の
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
で
し

た
。
　

　
そ
こ
か
ら
岩
本
会
長
自
身
が
三
朝
町
社

協
の
組
織
と
し
て
の
現
状
を
振
り
返
り
、

職
員
に
よ
っ
て
意
識
の
差
や
責
任
感
の
差

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
職
員
が
や
り
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
だ
ろ
う
か
な
ど
課

題
が
見
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
社
協
の
一
体
感
（
役
員
も
含

め
）、
職
員
の
連
帯
感
を
醸
成
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
組
織
に
し
て
い
こ
う
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
当
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
と
な
っ
た

宮
脇
局
長
（
当
時
は
係
長
）
は
、
県
社
協

職
員
と
も
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、
ま
ず
は

社
協
職
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
、
社
協
の
使
命
を
再
確

認
し
共
通
認
識
を
図
る
た
め
の
役
職
員
研

修
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
職
員
研
修
で
の
学
び
を
深

め
、
具
体
的
な
目
指
す
方
向
性
を
考
え
て

い
く
た
め
、
部
署
を
超
え
た
係
長
以
下
の

職
員
で
の
勉
強
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
や
勉
強
会
で
は
、
県
社
協
職
員
を

講
師
と
し
て
招
き
、
改
め
て
組
織
の
強
み

や
弱
み
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の

思
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
三
朝
町
社
協

が
目
指
す
姿
の
一
つ
と
し
て
、「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
」
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

　
目
指
す
姿
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く

た
め
に

　
勉
強
会
で
目
指
す
姿
の
共
通
認
識
を

図
っ
た
こ
と
で
、
定
期
開
催
し
て
い
る
部

署
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
り
方
に
変
化
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
部
署

ご
と
で
話
し
合
う
」
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
住

民
の
方
が
ど
う
し
た
ら
地
域
の
中
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
関
わ
っ
て
い
る

地
域
住
民
の
情
報
を
共
有
し
、
で
き
る
こ

と
（
の
り
し
ろ
）
を
出
し
合
い
、
部
署
を

横
断
し
て
一
緒
に
な
っ
て
支
援
の
方
向
性

を
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
も
途
切

れ
な
い
地
域
の
つ
な
が
り

　
　
こ
の
連
携
が
、
現
場
で
大
き
な
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

い
た
高
齢
者
の
方
が
、
介
護
が
必
要
な
状

態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
地
域
部
署
で
の

関
り
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
双
方
の
部
署
で
支
援
の
方
向
性

を
共
有
し
た
こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
っ
た
後
も
地
域
で
の
つ
な
が
り
が

途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
と
は
別
に

地
域
の
方
と
一
緒
に
買
い
物
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
個

別
支
援
と
地
域
支
援
を
一
体
的
に
進
め
る

体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
協
と
し
て
の
組
織
づ
く
り

　
三
朝
町
社
協
で
は
職
員
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
事
に
し
、
共
有
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
職
員
の
意
識
が
変
化
し
始
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
な
げ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
部
署
を
超

え
て
社
協
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
、
誰
も

が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
宮
脇
局
長
は
「
職
員
全
体
で
意
識
統
一

を
図
る
こ
と
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
」
と
し
つ
つ
、「
職
階
ご
と
の
話
し

合
い
の
場
も
設
け
職
員
の
思
い
を
出
し
や

す
い
環
境
を
整
え
、
よ
り
風
通
し
の
良
い

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
こ

で
、
職
員
が
連
帯
感
や
や
り
が
い
を
感
じ

社
協
が
よ
り
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
の
強
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
展
望
を
話
し

ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

　
職
員
同
士
が
思
い
を
出
し
合
い
、
共
通

認
識
を
図
り
な
が
ら
、
目
指
す
姿
を
具
体

的
に
カ
タ
チ
に
し
て
い
こ
う
と
工
夫
を
し

な
が
ら
取
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
住
民
参
画

に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
組
織
と
な
っ
て

い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。
　

市
町
村
社
協
の

【
三
朝
町
社
協
】

〝
こ
れ
か
ら
〞

  

総
合
相
談
・
支
援
機
能
強
化
事
業 

●
相
談
員
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
５
名

●
相
談
受
付
件
数
　
　
　
１
，２
１
３
件

　
　
　
　
　 

　（
Ｒ
６
：
１
，５
６
４
件
）

●
経
済
的
支
援
件

　
　
　
　
　
　 

48
件
９
７
９
，５
０
９
円

　 （
Ｒ
６
： 

53
件
１
，２
４
７
，２
３
２
円
）

　
相
談
受
付
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
件
数
、
総
額
と
も
令
和
６
年
度
と
比

較
し
て
や
や
減
少
し
ま
し
た
。

　
生
計
困
難
に
至
る
要
因
を
見
て
み
る

と
、

●
病
気
や
怪
我
を
き
っ
か
け
に
休
職
・
離

職
と
な
り
収
入
が
絶
た
れ
た
り
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
夫
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
を
受
け
、
金
銭
的
な
支

援
も
得
ら
れ
な
い
。

●
親
の
死
去
に
よ
り
負
債
を
相
続
、
返
済

で
家
計
が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。

●
ひ
と
り
親
の
方
が
、
家
庭
の
状
況
に
よ

り
正
社
員
に
な
れ
ず
、
安
定
し
た
収
入

を
得
ら
れ
な
い
。

●
障
が
い
が
あ
り
、
作
業
所
等
で
収
入
を

得
て
い
る
が
、
家
族
の
支
援
が
受
け
ら

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

方
等
の
就
労
体
験
事
業

　
就
労
・
社
会
参
加
に
向
け
た

支
援
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
で

の
体
験
受
入
れ
等
を
行
い
、
体
験
者
に
応

じ
た
体
験
を
通
し
て
、
自
信
や
自
己
肯
定

感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
た
り
、
自
分
の

力
で
収
入
を
得
る
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
受
入
れ

施
設
登
録
12
件
、

累
計
の
体
験
者
は

23
名
（
内
就
職
・

進
学
等
に
よ
る
卒

業
12
名
）
で
す
。

　
現
在
、
え
ん
く
る
り
事
業
に
は
鳥
取
県

内
46
の
社
会
福
祉
法
人
が
参
画
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
も
多
く
の
社
会
福
祉
法
人
に
参
画

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

324,482円
光熱水費
33％

139,160円
宿泊費
14％

104,619円
家賃
11％76,712円

ベビー用品 8％

65,061円
ガソリン
7％

63,136円
食料費 6％

←勉強会での
　　　話し合いの様子

職員の思いを　　　
　ホワイトボードに　

書き出す様子→
47,890円
交通費 5％
51,435円
電話代 5％

107,014円
その他 11％

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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れ
な
く
な
り
、
自
身
の
収
入
だ
け
で
は

生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

な
ど
様
々
で
あ
り
、
個
別
も
し
く
は
世
帯

で
の
複
合
的
な
課
題
、
困
り
ご
と
を
抱
え

な
が
ら
、
生
計
困
難
に
至
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
相
談
支
援
を
し
て
い
く
う
え
で
は
、
こ

う
し
た
本
人
の
困
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
相
談
員
に
向
け
た
研
修

を
開
催
し
、
意
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
相
談
員
の
専
門
性
向
上
を
よ

り
一
層
図
り
、
既
存
の
制
度
の
狭
間
に
あ

る
課
題
へ
の
気
づ
き
を
促
す
と
と
も
に
、

関
係
者
が
連
携
し
て
自
立
に
向
け
た
き
め

細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

  

社
会
資
源
開
発
事
業

　
社
会
資
源
開
発
事
業
で
は
、
法
人
連
携

に
よ
り
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
新
た
に
創
出
し
、
展
開
さ
れ
る
事
業

に
対
し
、
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
食
堂
「
お
た
べ
食
堂
」

●
主
体
法
人
　
鳥
取
こ
ど
も
学
園

●
協
力
法
人

　
鳥
取
県
厚
生
事
業
団
、
鳥
取
市
社
協
、

鳥
取
県
共
同
募
金
会
、
鳥
取
県
社
協

●
開
催
日
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
　

●
利
用
者
　
延
べ
１
，
８
６
８
人

※
令
和
８
年
３
月
26
日
活
動
終
了

○
み
ん
な
の
居
場
所「
あ
い
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

●
主
体
法
人
　
こ
う
ほ
う
え
ん

　
子
ど
も
の
居
場
所
、
地
域
食
堂
、
学
習

支
援
、
相
談
等
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
毎
日

実
施
さ
れ
、
多
世
代
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◯
子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

　
え
ん
く
る
り
事
業
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
る
子
ど
も
服
を
活
用
し
、
単
独
開

催
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
ブ
ー
ス
出
展
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
法
人
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
生
計
困
難
者
等
に

対
す
る
相
談
支
援
事
業
）

え
ん
く
る
り
事
業

令
和
７
年
度
事
業
報
告

経済的支援の内訳（令和７年度）

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332 ◆◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-59-6332 ◆

　
本
会
で
は
、「
地
域
福
祉
の
推
進
と
み

ん
な
で
つ
く
る
福
祉
社
会
の
実
現
」
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、「
県
民
参
画
に
よ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
（
住
民
参
加
と
市

町
村
社
協
支
援
）」
を
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
町
村
社
協
で
の
取
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
三
朝
町
社
協
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
宮
脇
事
務
局
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

誰
も
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
町
を
目
指
し
て

　
三
朝
町
社
協
で
は
、
令
和
７
年
度
に
新

た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
岩
本
町
社

協
会
長
が
県
社
協
主
催
の
「
先
進
地
視
察

研
修
」
に
参
加
し
、
視
察
先
の
大
阪
府
阪

南
市
社
協
で
の
、
職
員
が
部
署
を
超
え
て

一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め
る
組
織
づ

く
り
な
ど
の
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
で
し

た
。
　

　
そ
こ
か
ら
岩
本
会
長
自
身
が
三
朝
町
社

協
の
組
織
と
し
て
の
現
状
を
振
り
返
り
、

職
員
に
よ
っ
て
意
識
の
差
や
責
任
感
の
差

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
職
員
が
や
り
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
だ
ろ
う
か
な
ど
課

題
が
見
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
社
協
の
一
体
感
（
役
員
も
含

め
）、
職
員
の
連
帯
感
を
醸
成
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
組
織
に
し
て
い
こ
う
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
当
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
と
な
っ
た

宮
脇
局
長
（
当
時
は
係
長
）
は
、
県
社
協

職
員
と
も
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、
ま
ず
は

社
協
職
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
、
社
協
の
使
命
を
再
確

認
し
共
通
認
識
を
図
る
た
め
の
役
職
員
研

修
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
職
員
研
修
で
の
学
び
を
深

め
、
具
体
的
な
目
指
す
方
向
性
を
考
え
て

い
く
た
め
、
部
署
を
超
え
た
係
長
以
下
の

職
員
で
の
勉
強
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
や
勉
強
会
で
は
、
県
社
協
職
員
を

講
師
と
し
て
招
き
、
改
め
て
組
織
の
強
み

や
弱
み
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の

思
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
三
朝
町
社
協

が
目
指
す
姿
の
一
つ
と
し
て
、「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
」
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

　
目
指
す
姿
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く

た
め
に

　
勉
強
会
で
目
指
す
姿
の
共
通
認
識
を

図
っ
た
こ
と
で
、
定
期
開
催
し
て
い
る
部

署
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
り
方
に
変
化
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
部
署

ご
と
で
話
し
合
う
」
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
住

民
の
方
が
ど
う
し
た
ら
地
域
の
中
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
関
わ
っ
て
い
る

地
域
住
民
の
情
報
を
共
有
し
、
で
き
る
こ

と
（
の
り
し
ろ
）
を
出
し
合
い
、
部
署
を

横
断
し
て
一
緒
に
な
っ
て
支
援
の
方
向
性

を
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
も
途
切

れ
な
い
地
域
の
つ
な
が
り

　
　
こ
の
連
携
が
、
現
場
で
大
き
な
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

い
た
高
齢
者
の
方
が
、
介
護
が
必
要
な
状

態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
地
域
部
署
で
の

関
り
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
双
方
の
部
署
で
支
援
の
方
向
性

を
共
有
し
た
こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
っ
た
後
も
地
域
で
の
つ
な
が
り
が

途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
と
は
別
に

地
域
の
方
と
一
緒
に
買
い
物
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
個

別
支
援
と
地
域
支
援
を
一
体
的
に
進
め
る

体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
協
と
し
て
の
組
織
づ
く
り

　
三
朝
町
社
協
で
は
職
員
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
事
に
し
、
共
有
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
職
員
の
意
識
が
変
化
し
始
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
な
げ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
部
署
を
超

え
て
社
協
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
、
誰
も

が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
宮
脇
局
長
は
「
職
員
全
体
で
意
識
統
一

を
図
る
こ
と
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
」
と
し
つ
つ
、「
職
階
ご
と
の
話
し

合
い
の
場
も
設
け
職
員
の
思
い
を
出
し
や

す
い
環
境
を
整
え
、
よ
り
風
通
し
の
良
い

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
こ

で
、
職
員
が
連
帯
感
や
や
り
が
い
を
感
じ

社
協
が
よ
り
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
の
強
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
展
望
を
話
し

ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

　
職
員
同
士
が
思
い
を
出
し
合
い
、
共
通

認
識
を
図
り
な
が
ら
、
目
指
す
姿
を
具
体

的
に
カ
タ
チ
に
し
て
い
こ
う
と
工
夫
を
し

な
が
ら
取
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
住
民
参
画

に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
組
織
と
な
っ
て

い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。
　

市
町
村
社
協
の

【
三
朝
町
社
協
】

〝
こ
れ
か
ら
〞

  

総
合
相
談
・
支
援
機
能
強
化
事
業 

●
相
談
員
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
５
名

●
相
談
受
付
件
数
　
　
　
１
，２
１
３
件

　
　
　
　
　 

　（
Ｒ
６
：
１
，５
６
４
件
）

●
経
済
的
支
援
件

　
　
　
　
　
　 

48
件
９
７
９
，５
０
９
円

　 （
Ｒ
６
： 

53
件
１
，２
４
７
，２
３
２
円
）

　
相
談
受
付
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
件
数
、
総
額
と
も
令
和
６
年
度
と
比

較
し
て
や
や
減
少
し
ま
し
た
。

　
生
計
困
難
に
至
る
要
因
を
見
て
み
る

と
、

●
病
気
や
怪
我
を
き
っ
か
け
に
休
職
・
離

職
と
な
り
収
入
が
絶
た
れ
た
り
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
夫
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
を
受
け
、
金
銭
的
な
支

援
も
得
ら
れ
な
い
。

●
親
の
死
去
に
よ
り
負
債
を
相
続
、
返
済

で
家
計
が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。

●
ひ
と
り
親
の
方
が
、
家
庭
の
状
況
に
よ

り
正
社
員
に
な
れ
ず
、
安
定
し
た
収
入

を
得
ら
れ
な
い
。

●
障
が
い
が
あ
り
、
作
業
所
等
で
収
入
を

得
て
い
る
が
、
家
族
の
支
援
が
受
け
ら

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

方
等
の
就
労
体
験
事
業

　
就
労
・
社
会
参
加
に
向
け
た

支
援
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
で

の
体
験
受
入
れ
等
を
行
い
、
体
験
者
に
応

じ
た
体
験
を
通
し
て
、
自
信
や
自
己
肯
定

感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
た
り
、
自
分
の

力
で
収
入
を
得
る
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
受
入
れ

施
設
登
録
12
件
、

累
計
の
体
験
者
は

23
名
（
内
就
職
・

進
学
等
に
よ
る
卒

業
12
名
）
で
す
。

　
現
在
、
え
ん
く
る
り
事
業
に
は
鳥
取
県

内
46
の
社
会
福
祉
法
人
が
参
画
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
も
多
く
の
社
会
福
祉
法
人
に
参
画

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

324,482円
光熱水費
33％

139,160円
宿泊費
14％

104,619円
家賃
11％76,712円

ベビー用品 8％

65,061円
ガソリン
7％

63,136円
食料費 6％

←勉強会での
　　　話し合いの様子

職員の思いを　　　
　ホワイトボードに　

書き出す様子→
47,890円
交通費 5％
51,435円
電話代 5％

107,014円
その他 11％

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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◆ 問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336◆

◆ 問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336◆

令和８年度介護の入門的研修次代を担う若い世代に向けた保育の魅力発信

7/12（日）、7/18（土）、7/25（土）、
7/26（日）、8/1（土） ５日目に

施設見学を
行います。

※先着５名程度
　です。

9/2（水）、9/9（水）、9/17（木）、
9/18（金）、9/25（金）

8/12（水）、8/21（金）、8/26（水）、
8/27（木）、8/31（月）

令和８年度
介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会

東　　　部
（県立福祉人材研修センター）

中　　　部
（エースパック未来中心、上灘コミュニティセンター）

西　　　部
（米子コンベンションセンター、米子市文化ホール）

◆  申込及び問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336　FAX0857-59-6341 ◆

介護の出前講座 「知ってみよう！福祉のお仕事」申込
受付中!

申込
受付中! 福祉の職場見学支援事業

　介護の仕事を身近に感じながら、興味・関心をもってもらうため、現場で働いている福祉専門職を講
師やゲストティーチャーとして派遣し、仕事の魅力などを伝える出前講座を実施しています。
　日時や内容もご希望に応じて対応いたします。お気軽にご相談ください。

  対　　象　中学校、高校、一般県民（PTA等）、鳥取・米子市内の小学校
  申込方法　本会ホームページから申込書をダウンロードし、
　　　　　  ご記入の上、 FAX、郵送にてお申込みください。
  受付期間　希望開催時期の２ヵ月前まで

　学生や一般県民等を対象に、実際に福祉施設等の見学実施
や、現場で働く職員からの仕事内容ややりがいなどのお話を聞
き、見学者自身が福祉分野への進学や就職を検討する上での参
考としていただくことを目的として開催しています。

  主な見学先　高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、児童福祉施
　　　　　　設、社会福祉協議会等
  対　　象　高校生（保護者や進路指導担当者の方も可）、

大学・短大・専門学校・専修学校等の学生、
福祉職場への関心のある一般県民の方

スケジュール
集合→移動→施設見学（１時間程度を希
望より１ヶ所～２ヶ所）→移動→解散
※現地集合現地解散
※高校生は、集合場所（学校、駅等）か
らの送迎が必要な場合はご相談くだ
さい。

申込方法
【高校生】
学校を通じて本会までお申し込みく
ださい。
【高校生を除く学生または一般県民】
直接、本会までお申込みください。

　
　今年度より「介護専門職研修会」から「介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会」に名称を変
更しました。介護分野のみならず、福祉、医療保健分野に従事する方に参加いただける研修会です。
　「生産性向上で変える介護の現場」「介護現場における意思決定支援」は昨年度に引き続き開催し
ます。このほか、介護の知識や技術を高めるための介護講座を年間を通じて開催します。開催スケ
ジュールや各講座の詳細はホームページをご覧ください。

●参加対象　介護、福祉、医療保健の分野に勤務する専門職及び福祉系有資格者等

●定　　員　【オンライン研修】各100名
　　　　　　【集　合　研　修】各30～50名程度

●研修内容　９月、10月開催分
　　　　　　【オンライン研修】アンガーマネジメント
　　　　　　【集　合　研　修】感染防止対策、排泄、褥瘡、介護現場における
　　　　　　　　　　　　　　  意思決定支援、移乗、ポジショニング、指導者育成研修

●参加申込方法　事前の申込みが必要です。
　　　　　　　　日程、申込方法等研修の詳細は本会ホームページをご確認ください。

　介護に関心がある方を対象に、介護に必要な知識や技術を学んでいただくための
研修です。経験がない方にも、介護の基礎を講師（介護福祉士）がわかりやすくお伝えします。
　介護する人・される人が、お互いを支え合いながら安心して生活するにはどうしたら良いかなどを、
考えるきっかけをつくってみませんか。
　●対 象 者　 ◉介護に関心がある方
　　　　　　　◉これから介護の職場に就職を希望される方
　　　　　　　◉介護助手（介護補助等）として就業される方・されている方
　　　　　　　◉資格取得やスキルアップを希望される方
　　　　　　　※家庭介護に関心のある地域住民の方、学生の方　など
　●開 催 日　 （各会場５日間）　

　

　
　●定　　員　各会場　30名
　●申込締切　開催初日の10日前までにお申込みください（定員になり次第締め切ります）
　　　　　　※地震や台風、感染症などやむを得ない事情により研修会を延期・中止せざるを得ない
　　　　　　　場合があります。

　鳥取県保育士・保育所支援センターは、県内の保育士確保・定着を目的とし、学生や一般の方
の就職支援をはじめ、保育者の職場定着に向けた支援や保育に関わる情報発信など様々な活動を
行っています。
　今回は、中学生・高校生を対象に若い世代にとって大切な将来の職業選択につながるようにと
以下の２事業を実施し、保育の魅力や仕事のやりがいについて理解を深めます。

●お問い合わせ
鳥取県保育士・保育所支援センター
〒689-0201 鳥取市伏野1729‒5　
TEL （0857）59-6342
利用時間／平日8:30～17:00
E-mail  hoikucenter＠tottori-wel.or.jp 日程・申込方法等研修の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

受講生
募集中！

研修ご案内

本会ホームページ

　保育現場で働く若手保育士等が身近な先輩として学校等を訪問し、中学生・高校
生に「保育の様子」や「仕事のやりがい」、さらに地元鳥取で働くことの「魅力や大切
さ」などについて自らの言葉で直接語りかけます。
■実施期間　令和８年７月１日（水）～令和９年２月26日（金）

保育の
出前説明会

　県内の中学生・高校生を対象に、保育所・認定こども園で遊びを通して園児と一
緒に過ごすとともに、園の保育者から役割や保育のやりがい等についての話を聞く
ことで、保育の魅力について理解を深めます。
■開催日時　令和８年７月23日（木）、28日（火）、30日（木）、８月４日（火）、６日（木）
　　　　　　10月13日（火）、11月20日（金）の午前９時から午後３時まで

保育の
おしごと体験

詳細は、ホームページ・
フェイスブック等で
御確認ください。

ホームページ フェイスブック

保育士に関心がある、保育士を目指している学生の方々を全力で応援します！ 受講料
無料！

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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◆ 問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336◆

◆ 問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336◆

令和８年度介護の入門的研修次代を担う若い世代に向けた保育の魅力発信

7/12（日）、7/18（土）、7/25（土）、
7/26（日）、8/1（土） ５日目に

施設見学を
行います。

※先着５名程度
　です。

9/2（水）、9/9（水）、9/17（木）、
9/18（金）、9/25（金）

8/12（水）、8/21（金）、8/26（水）、
8/27（木）、8/31（月）

令和８年度
介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会

東　　　部
（県立福祉人材研修センター）

中　　　部
（エースパック未来中心、上灘コミュニティセンター）

西　　　部
（米子コンベンションセンター、米子市文化ホール）

◆  申込及び問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336　FAX0857-59-6341 ◆

介護の出前講座 「知ってみよう！福祉のお仕事」申込
受付中!

申込
受付中! 福祉の職場見学支援事業

　介護の仕事を身近に感じながら、興味・関心をもってもらうため、現場で働いている福祉専門職を講
師やゲストティーチャーとして派遣し、仕事の魅力などを伝える出前講座を実施しています。
　日時や内容もご希望に応じて対応いたします。お気軽にご相談ください。

  対　　象　中学校、高校、一般県民（PTA等）、鳥取・米子市内の小学校
  申込方法　本会ホームページから申込書をダウンロードし、
　　　　　  ご記入の上、 FAX、郵送にてお申込みください。
  受付期間　希望開催時期の２ヵ月前まで

　学生や一般県民等を対象に、実際に福祉施設等の見学実施
や、現場で働く職員からの仕事内容ややりがいなどのお話を聞
き、見学者自身が福祉分野への進学や就職を検討する上での参
考としていただくことを目的として開催しています。

  主な見学先　高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、児童福祉施
　　　　　　設、社会福祉協議会等
  対　　象　高校生（保護者や進路指導担当者の方も可）、

大学・短大・専門学校・専修学校等の学生、
福祉職場への関心のある一般県民の方

スケジュール
集合→移動→施設見学（１時間程度を希
望より１ヶ所～２ヶ所）→移動→解散
※現地集合現地解散
※高校生は、集合場所（学校、駅等）か
らの送迎が必要な場合はご相談くだ
さい。

申込方法
【高校生】
学校を通じて本会までお申し込みく
ださい。
【高校生を除く学生または一般県民】
直接、本会までお申込みください。

　
　今年度より「介護専門職研修会」から「介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会」に名称を変
更しました。介護分野のみならず、福祉、医療保健分野に従事する方に参加いただける研修会です。
　「生産性向上で変える介護の現場」「介護現場における意思決定支援」は昨年度に引き続き開催し
ます。このほか、介護の知識や技術を高めるための介護講座を年間を通じて開催します。開催スケ
ジュールや各講座の詳細はホームページをご覧ください。

●参加対象　介護、福祉、医療保健の分野に勤務する専門職及び福祉系有資格者等

●定　　員　【オンライン研修】各100名
　　　　　　【集　合　研　修】各30～50名程度

●研修内容　９月、10月開催分
　　　　　　【オンライン研修】アンガーマネジメント
　　　　　　【集　合　研　修】感染防止対策、排泄、褥瘡、介護現場における
　　　　　　　　　　　　　　  意思決定支援、移乗、ポジショニング、指導者育成研修

●参加申込方法　事前の申込みが必要です。
　　　　　　　　日程、申込方法等研修の詳細は本会ホームページをご確認ください。

　介護に関心がある方を対象に、介護に必要な知識や技術を学んでいただくための
研修です。経験がない方にも、介護の基礎を講師（介護福祉士）がわかりやすくお伝えします。
　介護する人・される人が、お互いを支え合いながら安心して生活するにはどうしたら良いかなどを、
考えるきっかけをつくってみませんか。
　●対 象 者　 ◉介護に関心がある方
　　　　　　　◉これから介護の職場に就職を希望される方
　　　　　　　◉介護助手（介護補助等）として就業される方・されている方
　　　　　　　◉資格取得やスキルアップを希望される方
　　　　　　　※家庭介護に関心のある地域住民の方、学生の方　など
　●開 催 日　 （各会場５日間）　

　

　
　●定　　員　各会場　30名
　●申込締切　開催初日の10日前までにお申込みください（定員になり次第締め切ります）
　　　　　　※地震や台風、感染症などやむを得ない事情により研修会を延期・中止せざるを得ない
　　　　　　　場合があります。

　鳥取県保育士・保育所支援センターは、県内の保育士確保・定着を目的とし、学生や一般の方
の就職支援をはじめ、保育者の職場定着に向けた支援や保育に関わる情報発信など様々な活動を
行っています。
　今回は、中学生・高校生を対象に若い世代にとって大切な将来の職業選択につながるようにと
以下の２事業を実施し、保育の魅力や仕事のやりがいについて理解を深めます。

●お問い合わせ
鳥取県保育士・保育所支援センター
〒689-0201 鳥取市伏野1729‒5　
TEL （0857）59-6342
利用時間／平日8:30～17:00
E-mail  hoikucenter＠tottori-wel.or.jp 日程・申込方法等研修の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

受講生
募集中！

研修ご案内

本会ホームページ

　保育現場で働く若手保育士等が身近な先輩として学校等を訪問し、中学生・高校
生に「保育の様子」や「仕事のやりがい」、さらに地元鳥取で働くことの「魅力や大切
さ」などについて自らの言葉で直接語りかけます。
■実施期間　令和８年７月１日（水）～令和９年２月26日（金）

保育の
出前説明会

　県内の中学生・高校生を対象に、保育所・認定こども園で遊びを通して園児と一
緒に過ごすとともに、園の保育者から役割や保育のやりがい等についての話を聞く
ことで、保育の魅力について理解を深めます。
■開催日時　令和８年７月23日（木）、28日（火）、30日（木）、８月４日（火）、６日（木）
　　　　　　10月13日（火）、11月20日（金）の午前９時から午後３時まで

保育の
おしごと体験

詳細は、ホームページ・
フェイスブック等で
御確認ください。

ホームページ フェイスブック

保育士に関心がある、保育士を目指している学生の方々を全力で応援します！ 受講料
無料！

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令和８年度 社会福祉法人 会計実務研修会の御案内

離職した介護人材等の就職準備金貸付事業の御案内

◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

◆ 問い合わせ先 　福祉人材部　☎0857-59-6336◆

　
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会 

養
護
老
人

ホ
ー
ム
シ
ル
バ
ー
倉
吉
は
、
一
級
河
川

の
天
神
川
が
近
く
、
そ
の
支
流
の
北
田

川
が
す
ぐ
近
く
を
流
れ
、
最
大
で
約
３

ｍ
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建

物
自
体
が
平
屋
建
て
の
た
め
、
大
雨
災

害
時
に
は
同
法
人
の
施
設
で
あ
る

「
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
」
と
「
ル
・
サ
ン

テ
リ
オ
ン
」
に
分
散
し
て
避
難
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
倉
吉
は
複
数
回
の
検
討
会

を
開
催
し
、
佛
教
大
学 

後
藤
至
功 

先

生
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
災
害
時
の
対
応
力
を
高
め
る
た

め
、「
訓
練
」の
実
施
に
よ
る「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
県
社
協
は
伴

走
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
12
月
25
日
に
、
物
品
の
持
ち
出
し
に

特
化
し
た
訓
練
を
実
施
。
そ
し
て
、
令

和
８
年
５
月
18
日
に
は
、
大
雨
・
洪
水

の
発
生
を
想
定
し
、
物
品
の
持
ち
出
し

か
ら
ご
利
用
者
の
全
員
避
難
ま
で
の
一

連
の
動
き
を
訓
練
し
ま
し
た
。

①
本
部
や
避
難
先
施
設
と
の
情
報
伝
達

（
電
話
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
）

②
持
出
物
品
を
避
難
先
施
設
へ
移
動

③
ご
利
用
者
を
避
難
先
へ
移
送
と
受
入

　
今
回
の
訓
練
は
、
朝
か
ら
気
象
情
報

が
発
表
さ
れ
、
午
後
に
か
け
て
雨
が
強

ま
り
、
本
部
と
や
り
取
り
し
な
が
ら
Ｂ

Ｃ
Ｐ・
洪
水
時
の
避
難
確
保
計
画
を
発

動
し
、
対
応
す
る
も
の
で
し
た
。
物
品

の
運
び
出
し
と
ご
利
用
者
の
避
難
は
約

１
時
間
半
で
完
了
し
ま
し
た
。
訓
練
後

の
振
り
返
り
で
は
、
後
藤
先
生
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
と
と
も
に
、「
職
員
に
よ
る

ご
利
用
者
へ
の
声
か
け
が
非
常
に
良

か
っ
た
。
日
常
の
支
援
・
関
係
性
が
災

害
時
に
も
直
結
す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で

の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
計
画
の
見

直
し
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
中
に
は
、
モ
デ
ル
施
設

で
あ
る
シ
ル
バ
ー
倉
吉
の
報
告
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

社
会
福
祉
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
支
援

〜
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会
　
シ
ル
バ
ー
倉
吉「
洪
水
発
生
時
避
難
訓
練
」〜

社
会
福
祉
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
支
援

〜
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会
　
シ
ル
バ
ー
倉
吉「
洪
水
発
生
時
避
難
訓
練
」〜

◆ 問い合わせ先 　災害福祉支援センター　☎0857-30-6367◆

◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

マイクロバスに乗車し、避難先施設へ

～交通遺児福祉資金事業をご存知ですか～
　　いずれの資金も条件を満たした場合、貸付金の返還免除申請権を取得できます。
　　なお、返還免除を受けるには免除要件を満たした上で免除申請書類の提出が必要です。
　　また、いずれの資金も資力のある連帯保証人を１名立てる必要があります。
　　制度利用に関する詳細については、本ページ下部の問合せ先へ御照会ください。

（１）離職した介護人材の再就職準備金貸付事業

　介護職員を退職後1年以上経過している潜在化した介護人材（介護福祉士資格、介護職員初任者研
修修了等一定の知識・経験を持つ方）が、鳥取県内の事業所で介護職員等として再就職する場合、
就職時に必要な費用を貸付することで、再就職をサポートします。
　●貸付金額　40万円以内（１人１回限り）
　　【使途例】   介護職員として働く際に必要となる靴・被服・道具・鞄、就職に伴う転居費用、
　　　　　　　通勤用自転車・バイク購入費　等

（２）介護分野就職支援金貸付事業 及び 障害福祉分野就職支援金貸付事業

　他業種を退職し、鳥取県内の事業所で介護分野又は障害福祉分野に就職が決まった、介護職員従
事経験の無い新たな介護人材（介護職員初任者研修修了等一定の技能を習得した方）に就職時に必
要な費用を貸付することで、転職をサポートします。
　なお、就職する施設の種別（介護分野又は障害福祉分野の別）により、利用する事業が異なります。
　●貸付金額　20万円以内（１人１回限り）
　　　　　【使途例】 介護職員として働く際に必要となる靴・被服・道具・鞄、就職に伴う
　　　　　　　　　 転居費用、 通勤用自転車・バイク購入費　等

日　　時

会　　場

講　　師

定　　員 参 加 費

申込期限

参加対象

内　　容

テキスト

≪第１回≫ 令和８年７月23日（木） 10:00～16:00
≪第２回≫ 令和８年８月 3 日（月） 10:00～16:00
社会福祉法人の会計担当者　等

はごろもホール（特別養護老人ホームはごろも苑）湯梨浜町上浅津407
オンラインでの参加も可能（Web会議用ソフト Zoom利用）

公認会計士・税理士　池原　浩一　氏 （鳥取県社会福祉協議会専門相談員）

50名（会場受講者）　　　　　　　　　2,000円／人・回
令和８年７月16日（木） （第１回・第２回とも）
≪第１回≫　◉社会福祉法人の有り様と会計　◉貸借対照表　◉減価償却
　　　　　　◉経理規程　◉簿記・会計　◉勘定科目　◉仕訳と転記　◉支払資金の取引
≪第２回≫　◉精算表　◉固定資産と減価償却　◉固定負債と引当金　◉フローの計算書
　　　　　　◉B/S・P/Lの見方　◉基本金・国庫補助金等　◉決算　◉計算書類　等

七訂版「社会福祉法人会計簿記テキスト 初級編《会計３級》
（実務出版(株)定価2,420円：税込み）を使用します。
当日までに各自でご購入ください。

　会計担当者が作成する会計・財務資料は、社会福祉施設を経営する法人にとって、経営を分析し、経営戦
略を考える上で、重要な役割を果たします。本研修会では、会計実務の基礎から学び、会計の知識を幅広く
習得することを目的に、実務担当者の日常業務に沿い、練習問題を交えながら分かりやすく解説します。

鳥取市千代水２丁目１１７番地 ０８５７－３１－６６６１

FAX ０８５７－３１－６６６２

伝送設
定～介護ソ

フト～

ＯＡ機器 リース メンテナンス

パソコ
ン修理

～

http://values.main.jp

●父母のいずれかが交通事故で死亡または重度の後
遺症を存することとなった方

●父母亡き後に、その他親族に扶養されていて、当
該親族等が交通事故により死亡または当該親族等
が身体に重度の後遺症を存することとなった方。

●小・中入学予定 ………………………  80,000円
●中・高卒業予定 ………………………100,000円
●高1・2年の生徒 ………………………  30,000円
●その他の現小・中学生・乳幼児 ……  20,000円

交通遺児の方に対する激励金の支給事業を行っています。
交通事故により保護者を亡くされたり、重い後遺症でこれまでの生活が続けられなくなった
お子さんを支援するため、「交通遺児福祉資金事業」を実施しています。
※対象世帯の所得制限はありません

受給世帯には毎年状況確認後、2月下旬に請求書を送付し、3月に送金します。
未受給のご家庭は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

〈対象者〉 〈支給額〉

～初級編
　「第１回」「第２回」～

＊両方の受講をお勧めしますが、
　いずれか１回のみの受講も可能です。

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令和８年度 社会福祉法人 会計実務研修会の御案内

離職した介護人材等の就職準備金貸付事業の御案内
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社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会 

養
護
老
人

ホ
ー
ム
シ
ル
バ
ー
倉
吉
は
、
一
級
河
川

の
天
神
川
が
近
く
、
そ
の
支
流
の
北
田

川
が
す
ぐ
近
く
を
流
れ
、
最
大
で
約
３

ｍ
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建

物
自
体
が
平
屋
建
て
の
た
め
、
大
雨
災

害
時
に
は
同
法
人
の
施
設
で
あ
る

「
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
」
と
「
ル
・
サ
ン

テ
リ
オ
ン
」
に
分
散
し
て
避
難
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
倉
吉
は
複
数
回
の
検
討
会

を
開
催
し
、
佛
教
大
学 

後
藤
至
功 

先

生
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
災
害
時
の
対
応
力
を
高
め
る
た

め
、「
訓
練
」の
実
施
に
よ
る「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
県
社
協
は
伴

走
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
12
月
25
日
に
、
物
品
の
持
ち
出
し
に

特
化
し
た
訓
練
を
実
施
。
そ
し
て
、
令

和
８
年
５
月
18
日
に
は
、
大
雨
・
洪
水

の
発
生
を
想
定
し
、
物
品
の
持
ち
出
し

か
ら
ご
利
用
者
の
全
員
避
難
ま
で
の
一

連
の
動
き
を
訓
練
し
ま
し
た
。

①
本
部
や
避
難
先
施
設
と
の
情
報
伝
達

（
電
話
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
）

②
持
出
物
品
を
避
難
先
施
設
へ
移
動

③
ご
利
用
者
を
避
難
先
へ
移
送
と
受
入

　
今
回
の
訓
練
は
、
朝
か
ら
気
象
情
報

が
発
表
さ
れ
、
午
後
に
か
け
て
雨
が
強

ま
り
、
本
部
と
や
り
取
り
し
な
が
ら
Ｂ

Ｃ
Ｐ・
洪
水
時
の
避
難
確
保
計
画
を
発

動
し
、
対
応
す
る
も
の
で
し
た
。
物
品

の
運
び
出
し
と
ご
利
用
者
の
避
難
は
約

１
時
間
半
で
完
了
し
ま
し
た
。
訓
練
後

の
振
り
返
り
で
は
、
後
藤
先
生
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
と
と
も
に
、「
職
員
に
よ
る

ご
利
用
者
へ
の
声
か
け
が
非
常
に
良

か
っ
た
。
日
常
の
支
援
・
関
係
性
が
災

害
時
に
も
直
結
す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で

の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
計
画
の
見

直
し
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
中
に
は
、
モ
デ
ル
施
設

で
あ
る
シ
ル
バ
ー
倉
吉
の
報
告
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

社
会
福
祉
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
支
援

〜
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会
　
シ
ル
バ
ー
倉
吉「
洪
水
発
生
時
避
難
訓
練
」〜

社
会
福
祉
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
支
援

〜
社
会
福
祉
法
人
敬
仁
会
　
シ
ル
バ
ー
倉
吉「
洪
水
発
生
時
避
難
訓
練
」〜

◆ 問い合わせ先 　災害福祉支援センター　☎0857-30-6367◆

◆ 問い合わせ先 　福祉振興部　☎0857-59-6344◆

マイクロバスに乗車し、避難先施設へ

～交通遺児福祉資金事業をご存知ですか～
　　いずれの資金も条件を満たした場合、貸付金の返還免除申請権を取得できます。
　　なお、返還免除を受けるには免除要件を満たした上で免除申請書類の提出が必要です。
　　また、いずれの資金も資力のある連帯保証人を１名立てる必要があります。
　　制度利用に関する詳細については、本ページ下部の問合せ先へ御照会ください。

（１）離職した介護人材の再就職準備金貸付事業

　介護職員を退職後1年以上経過している潜在化した介護人材（介護福祉士資格、介護職員初任者研
修修了等一定の知識・経験を持つ方）が、鳥取県内の事業所で介護職員等として再就職する場合、
就職時に必要な費用を貸付することで、再就職をサポートします。
　●貸付金額　40万円以内（１人１回限り）
　　【使途例】   介護職員として働く際に必要となる靴・被服・道具・鞄、就職に伴う転居費用、
　　　　　　　通勤用自転車・バイク購入費　等

（２）介護分野就職支援金貸付事業 及び 障害福祉分野就職支援金貸付事業

　他業種を退職し、鳥取県内の事業所で介護分野又は障害福祉分野に就職が決まった、介護職員従
事経験の無い新たな介護人材（介護職員初任者研修修了等一定の技能を習得した方）に就職時に必
要な費用を貸付することで、転職をサポートします。
　なお、就職する施設の種別（介護分野又は障害福祉分野の別）により、利用する事業が異なります。
　●貸付金額　20万円以内（１人１回限り）
　　　　　【使途例】 介護職員として働く際に必要となる靴・被服・道具・鞄、就職に伴う
　　　　　　　　　 転居費用、 通勤用自転車・バイク購入費　等

日　　時

会　　場

講　　師

定　　員 参 加 費

申込期限

参加対象

内　　容

テキスト

≪第１回≫ 令和８年７月23日（木） 10:00～16:00
≪第２回≫ 令和８年８月 3 日（月） 10:00～16:00
社会福祉法人の会計担当者　等

はごろもホール（特別養護老人ホームはごろも苑）湯梨浜町上浅津407
オンラインでの参加も可能（Web会議用ソフト Zoom利用）

公認会計士・税理士　池原　浩一　氏 （鳥取県社会福祉協議会専門相談員）

50名（会場受講者）　　　　　　　　　2,000円／人・回
令和８年７月16日（木） （第１回・第２回とも）
≪第１回≫　◉社会福祉法人の有り様と会計　◉貸借対照表　◉減価償却
　　　　　　◉経理規程　◉簿記・会計　◉勘定科目　◉仕訳と転記　◉支払資金の取引
≪第２回≫　◉精算表　◉固定資産と減価償却　◉固定負債と引当金　◉フローの計算書
　　　　　　◉B/S・P/Lの見方　◉基本金・国庫補助金等　◉決算　◉計算書類　等

七訂版「社会福祉法人会計簿記テキスト 初級編《会計３級》
（実務出版(株)定価2,420円：税込み）を使用します。
当日までに各自でご購入ください。

　会計担当者が作成する会計・財務資料は、社会福祉施設を経営する法人にとって、経営を分析し、経営戦
略を考える上で、重要な役割を果たします。本研修会では、会計実務の基礎から学び、会計の知識を幅広く
習得することを目的に、実務担当者の日常業務に沿い、練習問題を交えながら分かりやすく解説します。

鳥取市千代水２丁目１１７番地 ０８５７－３１－６６６１

FAX ０８５７－３１－６６６２

伝送設
定～介護ソ

フト～

ＯＡ機器 リース メンテナンス

パソコ
ン修理

～

http://values.main.jp

●父母のいずれかが交通事故で死亡または重度の後
遺症を存することとなった方

●父母亡き後に、その他親族に扶養されていて、当
該親族等が交通事故により死亡または当該親族等
が身体に重度の後遺症を存することとなった方。

●小・中入学予定 ………………………  80,000円
●中・高卒業予定 ………………………100,000円
●高1・2年の生徒 ………………………  30,000円
●その他の現小・中学生・乳幼児 ……  20,000円

交通遺児の方に対する激励金の支給事業を行っています。
交通事故により保護者を亡くされたり、重い後遺症でこれまでの生活が続けられなくなった
お子さんを支援するため、「交通遺児福祉資金事業」を実施しています。
※対象世帯の所得制限はありません

受給世帯には毎年状況確認後、2月下旬に請求書を送付し、3月に送金します。
未受給のご家庭は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

〈対象者〉 〈支給額〉

～初級編
　「第１回」「第２回」～

＊両方の受講をお勧めしますが、
　いずれか１回のみの受講も可能です。

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
の
中
期
計

画
（
ほ
っ
と
プ
ラ
ン
２
０
２
４
）
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
７

つ
の
重
点
目
標
を
柱
と
し
た
事
業
実
施

に
努
め
、
社
会
福
祉
関
係
者
・
関
係
機

関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２

０
２
４
」
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
今
後
に

継
承
、
生
涯
現
役
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
「
因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
や
「
笑

み
の
花
咲
く
ね
ん
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
県
内
外
の
災
害
支

援
団
体
の
受
入
れ
を
円
滑
に
行
い
、
官

民
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
、
災
害
中
間
支
援
の
機
能
を

拡
充
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
①

住
民
の
主
体
的
参
加
に
よ
る

地
域
福
祉
の
推
進

●
住
民
の
主
体
的
な
支
え
愛
活
動
の
体

制
づ
く
り

●
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り

の
強
化

●
市
町
村
社
協
の
活
動
支
援

●
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

●
と
っ
と
り
い
き
い
き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク

事
業
の
推
進

●
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
活
動
の
推
進
支
援
及
び
連
携
強
化

　
支
え
愛
マ
ッ
プ
の
取
組
を
通
じ
て
、

住
民
が
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

広
げ
、
支
え
合
い
の
基
盤
と
な
る
住
民

意
識
の
醸
成
と
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
早
期
発
見
、
住
民
同
士
で
見
守
り

や
支
え
合
い
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。

　
市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
の
推
進
主

体
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
研
修
等
に

よ
る
職
員
の
専
門
性
向
上
に
加
え
、
本

会
か
ら
の
訪
問
等
に
よ
る
事
業
・
経
営

に
関
す
る
相
談
対
応
や
情
報
提
供
な

ど
、総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

重
点
目
標
②

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の

充
実･

強
化

●
自
立
・
安
定
し
た
生
活
支
援
の
充
実

と
権
利
擁
護
体
制
の
機
能
強
化

●
生
活
困
窮
者
等
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
・
拡
充

●
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
就
業
訓
練
促
進

資
金
貸
付
事
業
の
実
施

●
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る

自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

事
業
の
実
施

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
い

て
、
実
施
社
協
へ
の
巡
回
訪
問
や
専
門

員
連
絡
会
で
の
状
況
確
認
、
注
意
喚
起

や
情
報
共
有
な
ど
、
事
業
の
適
正
実
施

と
不
正
防
止
の
取
組
を
引
き
続
き
行
い

ま
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
お
い

て
、
貸
付
に
よ
る
当
面
の
金
銭
的
課
題

解
決
の
み
で
な
く
、
貸
付
後
の
継
続
的

な
相
談
支
援
等
を
通
じ
、
借
受
世
帯
の

自
立
更
生
促
進
に
向
け
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
運
営
適
正
化
委
員
会
に
お
い
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
が
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
現
地
調
査
等
を
行

い
監
視
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
処

理
及
び
事
業
者
に
対
す
る
苦
情
解
決
に

資
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
③

福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着

●
福
祉
職
場
の
啓
発
・
魅
力
発
信
と
人

材
確
保
、
定
着
の
支
援

●
福
祉
従
事
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上

●
福
祉
研
究
に
よ
る
資
質
・
能
力
の
向
上

　
進
路
選
択
学
生
支
援
事
業
で
は
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
初
め

て
実
施
し
、
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
を

対
象
と
し
た
出
前
講
座
で
は
、
学
生
が

講
師
の
働
く
職
場
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
で
見
学
事
業
の
申
し
込
み
に
繋
が
る

な
ど
、
魅
力
発
信
の
効
果
を
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
従
業
者
の
研
修
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
法
人
・
事
業
所
が
従
業
者
の

ニ
ー
ズ
や
社
会
福
祉
情
勢
に
沿
っ
た
福

祉
従
業
者
研
修
や
国
通
知
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
法
定
研
修
を
適
正
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
④

福
祉
学
習
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・

セ
ミ
ナ
ー
・
高
校
指
定

の
推
進

●
取
組
社
協
指
定
・
福
祉

教
育
研
究
委
員
会
の
推

進
●
と
っ
と
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の

運
営

●
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化

●
福
祉
意
識
の
啓
発
事
業
の
実
施

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
は
市
町
村

社
協
と
共
催
し
、
高
校
生
以
上
の
参
加

者
約
３
９
０
名
が
社
会
福
祉
施
設
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
の
活
動
を
通

じ
、
福
祉
を
身
近
に
感
じ
る
と
と
も
に

地
域
社
会
を
支
え
る
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
広
げ
ま
し
た
。

　
障
が
い
福
祉
の
理
解
促
進
を
図
る
た

め
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
推
進
や
障

が
い
者
団
体
へ
事
業
費
助
成
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
６
日
に
発
生
し
た
島

根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
い

て
、
日
野
町
社
協
、
南
部
町
社
協
か
ら

市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

連
携
強
化
会
議
に
お
い
て
取
り
組
み
を

報
告
い
た
だ
き
、
各
社
協
で
取
り
組
む

べ
き
こ
と
、
県
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
地
域
福
祉
県
民
講
座
『
緑
陰
大
学
』、

県
民
総
合
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
⑤

災
害
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

●
鳥
取
県
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営

　
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
生
活

復
興
の
主
体
と
な
る
市
町
村
を
個
別
訪

問
し
、
実
施
計
画
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
体
制
の
整
備
を
支
援
し
ま

し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
強
化

に
向
け
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
者
研
修
を
琴
浦
町
社
協
、
境

港
市
社
協
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
と
協
定
を
締
結
し
、

災
害
中
間
支
援
の
機
能
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
１
月
６
日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
い

て
市
町
村
社
協
と
連
携
し
、
被
災
者
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

重
点
目
標
⑥

社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

経
営
支
援
と
福
祉
団
体
の

活
動
支
援

●
社
会
福
祉
法
人
へ
の
経
営
支
援
の
強

化
●
社
会
福
祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
評
価
事

業
の
支
援

●
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

●
鳥
取
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
共

済
会
事
業
の
実
施

●
福
利
厚
生
事
業
（
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー

受
託
事
業
）
の
推
進

●
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
実
施
支

援
　
社
会
福
祉
施
設
の
適
正
か
つ
安
定
的

な
経
営
と
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
を
め
ざ
し
て
各
法
人
・
施
設
の
運
営

に
対
し
、
専
門
相
談
（
弁
護
士
・
公
認

会
計
士
・
社
会
保
険
労
務
士
各
１
名
）

及
び
一
般
相
談
（
専
任
指
導
員
１
名
）

を
実
施
し
、
約
70
件
の
相
談
を
受
付
け

指
導
・
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
を
受
託
す
る
県
域
の
福
祉
団

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

令和７年度　事業活動計算書令和７年度　事業活動計算書

令和７年度　貸借対照表（総合）令和７年度　貸借対照表（総合）

基
本
方
針

体
の
活
動
を
支
援
し
、
引
き
続
き
県
へ

の
合
同
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
の
県
民
へ
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
各
法
人
の
取
組
み
を

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
特

集
記
事
と
し
て
継
続
し
て
掲
載
し
、
住

民
や
関
係
者
等
に
広
く
周
知
し
ま
し

た
。重

点
目
標
⑦

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

組
織
基
盤
の
強
化

●
求
め
ら
れ
る
職
員
像
の
実
現
と
職
員

育
成
の
強
化

●
課
題
解
決
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整

備
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

●
県
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

と
公
的
財
源
の
確
保

●
会
員
加
入
の
促
進
と
安
定
的
な
自
主

財
源
の
確
保

●
基
金
の
活
用
と
資
産
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
運
用

　
県
社
協
の
使
命
実
現
と
職
員
の
意
識

改
革
及
び
目
標
達
成
に
向
け
た
人
事
考

課
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉

主
事
任
用
資
格
等
の
資
格
取
得
に
対
し

て
助
成
す
る
な
ど
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　
県
民
の
福
祉
へ
の
関
心
と
県
社
協
の

活
動
へ
の
理
解
と
支
援
を
広
げ
る
べ

く
、
広
報
誌
「
志
あ
わ
せ
へ
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信
に
努
め

ま
し
た
。

　
企
業
・
団
体
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金

を
寄
付
者
の
趣
意
に
沿
っ
た
基
金
に
受

入
れ
、
金
融
情
勢
等
の
動
向
を
把
握
し

な
が
ら
、
安
全
か
つ
確
実
で
効
果
的
な

金
融
商
品
に
よ
る
運
用
を
行
い
ま
し

た
。

◎ 一般会計

拠点区分

決　　　　算　　　　額

収　益 ⑴ 費　用 ⑵
前期繰越活動
増減差額⑶

当期末繰越活動
増減差額

⑷=⑴ +⑶ - ⑵

その他積立金
取崩額 ⑸

その他積立金
積立額 ⑹

次期繰越活動
増減差額

⑺ =⑷ +⑸ - ⑹

社会福祉事業 579,065,063 591,375,365 △ 2,284,635 △ 14,594,937 27,385,249 19,623,424 △ 6,833,112

公益事業 222,111,217 222,730,256 △ 1,240,357 △ 1,859,396 0 0 △ 1,859,396

収益事業 4,328,888 4,328,888 0 0 0 0 0

一般会計　合計（A） 805,505,168 818,434,509 △ 3,524,992 △ 16,454,333 27,385,249 19,623,424 △ 8,692,508

◎ 生活福祉資金関連事業会計

会 計 名

決　　　　算　　　　額

収　益 ⑴ 費　用 ⑵
前期繰越活動
増減差額⑶

当期末繰越活動
増減差額

⑷=⑴ +⑶ - ⑵

その他積立金
取崩額 ⑸

その他積立金
積立額 ⑹

次期繰越活動
増減差額

⑺ =⑷ +⑸ - ⑹

生活福祉資金会計 131,560,837 286,271,130 △ 34,070,643 △ 188,780,936 148,867,555 1,215,000 △ 41,128,381

要保護世帯向け不動産
担保型生活資金会計 325,916 325,916 3,174 3,174 0 0 3,174

生活福祉資金貸付事務費会計 43,042,637 174,808,834 0 △ 131,766,197 134,336,559 2,570,362 0

臨時特例つなぎ資金会計 15,685 743,763 0 △ 728,078 728,078 0 0

生活福祉資金事業関連会計 
合計 (B) 174,945,075 462,149,643 △ 34,067,469 △ 321,272,037 283,932,192 3,785,362 △ 41,125,207

総合計（A）＋（B） 980,450,243 1,280,584,152 △ 37,592,461 △ 337,726,370 311,317,441 23,408,786 △ 49,817,715

資産の部 負債の部

区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

流動資産                            1,322,800,468 流動負債                            91,887,167
固定資産                            5,502,343,176 固定負債                            210,876,200

基　　金                                689,759,382
積 立 金              5,882,438,610
次期繰越活動増減差額                △ 49,817,715

資産の部　合計 6,825,143,644 負債の部　合計 6,825,143,644

令和８年３月31日
（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

◆ 問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331 ◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
の
中
期
計

画
（
ほ
っ
と
プ
ラ
ン
２
０
２
４
）
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
７

つ
の
重
点
目
標
を
柱
と
し
た
事
業
実
施

に
努
め
、
社
会
福
祉
関
係
者
・
関
係
機

関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２

０
２
４
」
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
今
後
に

継
承
、
生
涯
現
役
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
「
因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
や
「
笑

み
の
花
咲
く
ね
ん
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
県
内
外
の
災
害
支

援
団
体
の
受
入
れ
を
円
滑
に
行
い
、
官

民
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
、
災
害
中
間
支
援
の
機
能
を

拡
充
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
①

住
民
の
主
体
的
参
加
に
よ
る

地
域
福
祉
の
推
進

●
住
民
の
主
体
的
な
支
え
愛
活
動
の
体

制
づ
く
り

●
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り

の
強
化

●
市
町
村
社
協
の
活
動
支
援

●
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

●
と
っ
と
り
い
き
い
き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク

事
業
の
推
進

●
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
活
動
の
推
進
支
援
及
び
連
携
強
化

　
支
え
愛
マ
ッ
プ
の
取
組
を
通
じ
て
、

住
民
が
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

広
げ
、
支
え
合
い
の
基
盤
と
な
る
住
民

意
識
の
醸
成
と
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
早
期
発
見
、
住
民
同
士
で
見
守
り

や
支
え
合
い
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。

　
市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
の
推
進
主

体
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
研
修
等
に

よ
る
職
員
の
専
門
性
向
上
に
加
え
、
本

会
か
ら
の
訪
問
等
に
よ
る
事
業
・
経
営

に
関
す
る
相
談
対
応
や
情
報
提
供
な

ど
、総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

重
点
目
標
②

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の

充
実･

強
化

●
自
立
・
安
定
し
た
生
活
支
援
の
充
実

と
権
利
擁
護
体
制
の
機
能
強
化

●
生
活
困
窮
者
等
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
・
拡
充

●
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
就
業
訓
練
促
進

資
金
貸
付
事
業
の
実
施

●
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る

自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

事
業
の
実
施

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
い

て
、
実
施
社
協
へ
の
巡
回
訪
問
や
専
門

員
連
絡
会
で
の
状
況
確
認
、
注
意
喚
起

や
情
報
共
有
な
ど
、
事
業
の
適
正
実
施

と
不
正
防
止
の
取
組
を
引
き
続
き
行
い

ま
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
お
い

て
、
貸
付
に
よ
る
当
面
の
金
銭
的
課
題

解
決
の
み
で
な
く
、
貸
付
後
の
継
続
的

な
相
談
支
援
等
を
通
じ
、
借
受
世
帯
の

自
立
更
生
促
進
に
向
け
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
運
営
適
正
化
委
員
会
に
お
い
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
が
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
現
地
調
査
等
を
行

い
監
視
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
処

理
及
び
事
業
者
に
対
す
る
苦
情
解
決
に

資
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
③

福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着

●
福
祉
職
場
の
啓
発
・
魅
力
発
信
と
人

材
確
保
、
定
着
の
支
援

●
福
祉
従
事
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上

●
福
祉
研
究
に
よ
る
資
質
・
能
力
の
向
上

　
進
路
選
択
学
生
支
援
事
業
で
は
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
初
め

て
実
施
し
、
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
を

対
象
と
し
た
出
前
講
座
で
は
、
学
生
が

講
師
の
働
く
職
場
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
で
見
学
事
業
の
申
し
込
み
に
繋
が
る

な
ど
、
魅
力
発
信
の
効
果
を
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
従
業
者
の
研
修
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
法
人
・
事
業
所
が
従
業
者
の

ニ
ー
ズ
や
社
会
福
祉
情
勢
に
沿
っ
た
福

祉
従
業
者
研
修
や
国
通
知
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
法
定
研
修
を
適
正
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
福
祉
研
究
学
会
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
④

福
祉
学
習
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・

セ
ミ
ナ
ー
・
高
校
指
定

の
推
進

●
取
組
社
協
指
定
・
福
祉

教
育
研
究
委
員
会
の
推

進
●
と
っ
と
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の

運
営

●
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化

●
福
祉
意
識
の
啓
発
事
業
の
実
施

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
は
市
町
村

社
協
と
共
催
し
、
高
校
生
以
上
の
参
加

者
約
３
９
０
名
が
社
会
福
祉
施
設
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
の
活
動
を
通

じ
、
福
祉
を
身
近
に
感
じ
る
と
と
も
に

地
域
社
会
を
支
え
る
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
広
げ
ま
し
た
。

　
障
が
い
福
祉
の
理
解
促
進
を
図
る
た

め
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
推
進
や
障

が
い
者
団
体
へ
事
業
費
助
成
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
６
日
に
発
生
し
た
島

根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
い

て
、
日
野
町
社
協
、
南
部
町
社
協
か
ら

市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

連
携
強
化
会
議
に
お
い
て
取
り
組
み
を

報
告
い
た
だ
き
、
各
社
協
で
取
り
組
む

べ
き
こ
と
、
県
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
地
域
福
祉
県
民
講
座
『
緑
陰
大
学
』、

県
民
総
合
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
⑤

災
害
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

●
鳥
取
県
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営

　
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
生
活

復
興
の
主
体
と
な
る
市
町
村
を
個
別
訪

問
し
、
実
施
計
画
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
体
制
の
整
備
を
支
援
し
ま

し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
強
化

に
向
け
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
者
研
修
を
琴
浦
町
社
協
、
境

港
市
社
協
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
と
協
定
を
締
結
し
、

災
害
中
間
支
援
の
機
能
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
１
月
６
日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
い

て
市
町
村
社
協
と
連
携
し
、
被
災
者
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

重
点
目
標
⑥

社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

経
営
支
援
と
福
祉
団
体
の

活
動
支
援

●
社
会
福
祉
法
人
へ
の
経
営
支
援
の
強

化
●
社
会
福
祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
評
価
事

業
の
支
援

●
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

●
鳥
取
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
共

済
会
事
業
の
実
施

●
福
利
厚
生
事
業
（
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー

受
託
事
業
）
の
推
進

●
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
実
施
支

援
　
社
会
福
祉
施
設
の
適
正
か
つ
安
定
的

な
経
営
と
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
を
め
ざ
し
て
各
法
人
・
施
設
の
運
営

に
対
し
、
専
門
相
談
（
弁
護
士
・
公
認

会
計
士
・
社
会
保
険
労
務
士
各
１
名
）

及
び
一
般
相
談
（
専
任
指
導
員
１
名
）

を
実
施
し
、
約
70
件
の
相
談
を
受
付
け

指
導
・
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
を
受
託
す
る
県
域
の
福
祉
団

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

令和７年度　事業活動計算書令和７年度　事業活動計算書

令和７年度　貸借対照表（総合）令和７年度　貸借対照表（総合）

基
本
方
針

体
の
活
動
を
支
援
し
、
引
き
続
き
県
へ

の
合
同
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
の
県
民
へ
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
各
法
人
の
取
組
み
を

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
特

集
記
事
と
し
て
継
続
し
て
掲
載
し
、
住

民
や
関
係
者
等
に
広
く
周
知
し
ま
し

た
。重

点
目
標
⑦

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

組
織
基
盤
の
強
化

●
求
め
ら
れ
る
職
員
像
の
実
現
と
職
員

育
成
の
強
化

●
課
題
解
決
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整

備
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

●
県
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

と
公
的
財
源
の
確
保

●
会
員
加
入
の
促
進
と
安
定
的
な
自
主

財
源
の
確
保

●
基
金
の
活
用
と
資
産
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
運
用

　
県
社
協
の
使
命
実
現
と
職
員
の
意
識

改
革
及
び
目
標
達
成
に
向
け
た
人
事
考

課
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉

主
事
任
用
資
格
等
の
資
格
取
得
に
対
し

て
助
成
す
る
な
ど
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　
県
民
の
福
祉
へ
の
関
心
と
県
社
協
の

活
動
へ
の
理
解
と
支
援
を
広
げ
る
べ

く
、
広
報
誌
「
志
あ
わ
せ
へ
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信
に
努
め

ま
し
た
。

　
企
業
・
団
体
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金

を
寄
付
者
の
趣
意
に
沿
っ
た
基
金
に
受

入
れ
、
金
融
情
勢
等
の
動
向
を
把
握
し

な
が
ら
、
安
全
か
つ
確
実
で
効
果
的
な

金
融
商
品
に
よ
る
運
用
を
行
い
ま
し

た
。

◎ 一般会計

拠点区分

決　　　　算　　　　額

収　益 ⑴ 費　用 ⑵
前期繰越活動
増減差額⑶

当期末繰越活動
増減差額

⑷=⑴ +⑶ - ⑵

その他積立金
取崩額 ⑸

その他積立金
積立額 ⑹

次期繰越活動
増減差額

⑺ =⑷ +⑸ - ⑹

社会福祉事業 579,065,063 591,375,365 △ 2,284,635 △ 14,594,937 27,385,249 19,623,424 △ 6,833,112

公益事業 222,111,217 222,730,256 △ 1,240,357 △ 1,859,396 0 0 △ 1,859,396

収益事業 4,328,888 4,328,888 0 0 0 0 0

一般会計　合計（A） 805,505,168 818,434,509 △ 3,524,992 △ 16,454,333 27,385,249 19,623,424 △ 8,692,508

◎ 生活福祉資金関連事業会計

会 計 名

決　　　　算　　　　額

収　益 ⑴ 費　用 ⑵
前期繰越活動
増減差額⑶

当期末繰越活動
増減差額

⑷=⑴ +⑶ - ⑵

その他積立金
取崩額 ⑸

その他積立金
積立額 ⑹

次期繰越活動
増減差額

⑺ =⑷ +⑸ - ⑹

生活福祉資金会計 131,560,837 286,271,130 △ 34,070,643 △ 188,780,936 148,867,555 1,215,000 △ 41,128,381

要保護世帯向け不動産
担保型生活資金会計 325,916 325,916 3,174 3,174 0 0 3,174

生活福祉資金貸付事務費会計 43,042,637 174,808,834 0 △ 131,766,197 134,336,559 2,570,362 0

臨時特例つなぎ資金会計 15,685 743,763 0 △ 728,078 728,078 0 0

生活福祉資金事業関連会計 
合計 (B) 174,945,075 462,149,643 △ 34,067,469 △ 321,272,037 283,932,192 3,785,362 △ 41,125,207

総合計（A）＋（B） 980,450,243 1,280,584,152 △ 37,592,461 △ 337,726,370 311,317,441 23,408,786 △ 49,817,715

資産の部 負債の部

区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

流動資産                            1,322,800,468 流動負債                            91,887,167
固定資産                            5,502,343,176 固定負債                            210,876,200

基　　金                                689,759,382
積 立 金              5,882,438,610
次期繰越活動増減差額                △ 49,817,715

資産の部　合計 6,825,143,644 負債の部　合計 6,825,143,644

令和８年３月31日
（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

◆ 問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331 ◆

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令
和
７
年
度
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

R
e
B
i
t
の
三
戸
花
菜
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、『
多
様
な
性
へ
の
理
解
と
実

践
〜
一
人
ひ
と
り
の
「
あ
り
の
ま
ま
」

に
伴
走
す
る
た
め
の
学
び
〜
』
を
テ
ー

マ
に
、
講
演
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
国
内
調
査
で
L
G
B
T

Q
当
事
者
は
人
口
の
約
３
〜
10
％
い
る

と
さ
れ
る
一
方
、
周
囲
の
無
理
解
等
か

ら
、
過
去
10
年
で
生
活
困
窮
を
経
験
し

た
人
は
48
％
、
精
神
疾
患
を
経
験
し
た

人
は
41
％
、
い
じ
め
を
経
験
し
た
人
は

68
％
と
い
っ
た
困
難
を
抱
え
や
す
い
現

状
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実

態
は
表
面
化
し
に
く
い
こ
と
や
、
福
祉

課
題
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
保
護
者
の
「
知

識
が
な
く
、
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
」
と
戸
惑
う
声
や
、
三

戸
氏
ご
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
当
事
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
際
の

対
応
に
つ
い
て
、
事
例
を
も
と
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
人
は
見

た
目
だ
け
で
は
、
分
か
ら
な
い
事
が
多

い
と
気
づ
い
た
。
性
だ
け
に
関
わ
ら
ず

障
が
い
に
対
し
て
も
共
通
す
る
視
点
だ

と
感
じ
た
」、「
知
識
は
得
な
が
ら
も
、

過
剰
に
な
ら
ず
、
理
解
し
受
け
入
れ
る

と
い
う
変
わ
ら
な
い
姿
勢
も
必
要
だ
と

思
っ
た
」、「
そ
の
方
が
何
に
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
は

今
後
も
大
切
に
し
た
い
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　
三
戸
氏
か
ら
は
、
学
び
続
け
る
こ
と

や
、
利
用
で
き
る
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
今
日

か
ら
実
践
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
も
示
さ

れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
３
月
10
日  

鳥
取
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

令
和
８
年
３
月
10
日  

鳥
取
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

令
和
７
年
度 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-30-6332◆◆ 問い合わせ先 　福祉サービス運営適正化委員会　☎0857-59-6335◆

［苦情の内容区分］［施設の種別と申出人の属性］

　
委
員
会
が
令
和
７
年
度
に
受
け
付
け
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
件
数
は
65
件
で
、

前
年
度
の
52
件
か
ら
13
件
増
加
し
ま
し
た
。苦
情
・

相
談
の
申
し
出
は
、電
話
に
よ
る
も
の
が
59
件
と
最

も
多
く
、来
所
に
よ
る
も
の
が
３
件
、メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
も
の
も
３
件
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、こ
の
う
ち
苦
情
受
付
件
数
は
、近
年
は
50
件
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、７
年
度
は
39
件
で
し

た
。

　
受
け
付
け
た
苦
情
の
特
徴
と
し
て
は
、サ
ー
ビ
ス

分
野
で
は
障
が
い
者
が
最
も
多
く
、次
い
で
高
齢

者
、児
童
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。申
出
人
の
属
性

は
、利
用
者
ご
本
人
が
最
も
多
く
、次
い
で
ご
家
族
、

職
員
、そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
容
に
つ

い
て
は
、職
員
の
接
遇
、サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
、説

明
・
情
報
提
供
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、次
い
で
利

用
料
、被
害
・
損
害
、そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、事
業
所
側
の
説
明
不

足
や
職
員
の
対
応
・
言
葉
遣
い
に
起
因
す
る
不
満

や
ト
ラ
ブ
ル
、就
労
支
援
内
容
や
相
談
支
援
内
容
に

対
す
る
不
満
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
申

出
を
受
け
、必
要
な
助
言
、調
査
な
ど
を
行
い
、双
方

の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
苦
情
解
決
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
向
け
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

苦
情
受
付
状
況
に
つ
い
て

令
和
７
年
度

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

区　分 R７ R６

職員の接遇 25

３

３

２

１

２

３

39

７

11

６

２

１

３

30

サービスの質や量

説明・情報提供

利用料

被害・損害

権利侵害

その他

計

申出人

施設種別

利用者 家　族 代理人 職　員 その他 合　計

苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 計

高齢者 １

15

１

４

21

18

1

２

１

４

８

６

９

６

１

16

10

1

２

３

６

０

０

1

１

１

１

１

１

４

１

５

５

１

１

１

３

１

１

４

９

５

10

22

２

５

39

30

10

３

５

８

26

22

20

25

７

13

65

52

障がい者

児　童

その他

R７年度計

R６年度計

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和８年度

〈SJ25 09878より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

年間保険料
任
責
償
賠

償
補
の

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も左記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

〈引受幹事保険会社〉

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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令
和
７
年
度
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

R
e
B
i
t
の
三
戸
花
菜
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、『
多
様
な
性
へ
の
理
解
と
実

践
〜
一
人
ひ
と
り
の
「
あ
り
の
ま
ま
」

に
伴
走
す
る
た
め
の
学
び
〜
』
を
テ
ー

マ
に
、
講
演
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
国
内
調
査
で
L
G
B
T

Q
当
事
者
は
人
口
の
約
３
〜
10
％
い
る

と
さ
れ
る
一
方
、
周
囲
の
無
理
解
等
か

ら
、
過
去
10
年
で
生
活
困
窮
を
経
験
し

た
人
は
48
％
、
精
神
疾
患
を
経
験
し
た

人
は
41
％
、
い
じ
め
を
経
験
し
た
人
は

68
％
と
い
っ
た
困
難
を
抱
え
や
す
い
現

状
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実

態
は
表
面
化
し
に
く
い
こ
と
や
、
福
祉

課
題
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
保
護
者
の
「
知

識
が
な
く
、
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
」
と
戸
惑
う
声
や
、
三

戸
氏
ご
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
当
事
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
際
の

対
応
に
つ
い
て
、
事
例
を
も
と
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
人
は
見

た
目
だ
け
で
は
、
分
か
ら
な
い
事
が
多

い
と
気
づ
い
た
。
性
だ
け
に
関
わ
ら
ず

障
が
い
に
対
し
て
も
共
通
す
る
視
点
だ

と
感
じ
た
」、「
知
識
は
得
な
が
ら
も
、

過
剰
に
な
ら
ず
、
理
解
し
受
け
入
れ
る

と
い
う
変
わ
ら
な
い
姿
勢
も
必
要
だ
と

思
っ
た
」、「
そ
の
方
が
何
に
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
は

今
後
も
大
切
に
し
た
い
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　
三
戸
氏
か
ら
は
、
学
び
続
け
る
こ
と

や
、
利
用
で
き
る
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
今
日

か
ら
実
践
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
も
示
さ

れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
３
月
10
日  

鳥
取
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

令
和
８
年
３
月
10
日  

鳥
取
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

令
和
７
年
度 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

◆ 問い合わせ先 　地域福祉部　☎0857-30-6332◆◆ 問い合わせ先 　福祉サービス運営適正化委員会　☎0857-59-6335◆

［苦情の内容区分］［施設の種別と申出人の属性］

　
委
員
会
が
令
和
７
年
度
に
受
け
付
け
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
件
数
は
65
件
で
、

前
年
度
の
52
件
か
ら
13
件
増
加
し
ま
し
た
。苦
情
・

相
談
の
申
し
出
は
、電
話
に
よ
る
も
の
が
59
件
と
最

も
多
く
、来
所
に
よ
る
も
の
が
３
件
、メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
も
の
も
３
件
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、こ
の
う
ち
苦
情
受
付
件
数
は
、近
年
は
50
件
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、７
年
度
は
39
件
で
し

た
。

　
受
け
付
け
た
苦
情
の
特
徴
と
し
て
は
、サ
ー
ビ
ス

分
野
で
は
障
が
い
者
が
最
も
多
く
、次
い
で
高
齢

者
、児
童
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。申
出
人
の
属
性

は
、利
用
者
ご
本
人
が
最
も
多
く
、次
い
で
ご
家
族
、

職
員
、そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
容
に
つ

い
て
は
、職
員
の
接
遇
、サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
、説

明
・
情
報
提
供
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、次
い
で
利

用
料
、被
害
・
損
害
、そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、事
業
所
側
の
説
明
不

足
や
職
員
の
対
応
・
言
葉
遣
い
に
起
因
す
る
不
満

や
ト
ラ
ブ
ル
、就
労
支
援
内
容
や
相
談
支
援
内
容
に

対
す
る
不
満
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
申

出
を
受
け
、必
要
な
助
言
、調
査
な
ど
を
行
い
、双
方

の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
苦
情
解
決
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
向
け
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

苦
情
受
付
状
況
に
つ
い
て

令
和
７
年
度

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

区　分 R７ R６

職員の接遇 25

３

３

２

１

２

３

39

７

11

６

２

１

３

30

サービスの質や量

説明・情報提供

利用料

被害・損害

権利侵害

その他

計

申出人

施設種別

利用者 家　族 代理人 職　員 その他 合　計

苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 苦情 相談 計

高齢者 １

15

１

４

21

18

1

２

１

４

８

６

９

６

１

16

10

1

２

３

６

０

０

1

１

１

１

１

１

４

１

５

５

１

１

１

３

１

１

４

９

５

10

22

２

５

39

30

10

３

５

８

26

22

20

25

７

13

65

52

障がい者

児　童

その他

R７年度計

R６年度計

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和８年度

〈SJ25 09878より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

年間保険料
任
責
償
賠

償
補
の

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も左記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

〈引受幹事保険会社〉

音声コード Uni-Voice 音声コード Uni-Voice
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募 金
目 標 額 115,000,000円
実 績 額 105,848,778円
達 成 率 92.0％

使 い み ち
助 成 額 90,362,575円
運 動 経 費 15,486,203円

計 105,848,778円

社会福祉法人 鳥取県共同募金会

令和８年度も皆様の温かい御支援と御協力をお願いいたします！

●令和７年度実績・助成額

令和７年度共同募金結果報告
　昨年度は、皆様の温かいご支援をいただきあ
りがとうございました。お寄せいただきました
寄付金は、令和８年度に県内の社会福祉施設や
小規模作業所、ボランティア団体・NPO法人
等が実施する地域福祉活動等の事業に活用さ
れます。
　詳細な助成内容等は本会ホームページに掲
載していますのでご覧ください。

https://akaihane-tottori.or.jp

〔地域福祉振興基金〕への御寄付（生活困窮者に対する支援など、地域福祉の推進を支援しています。）
　◆山田 和夫　様

〔ＤＶ被害者支援基金〕への御寄付（DV被害者の方へ自立支援金を給付しています。）
　◆国際ソロプチミスト米子　会長　大江 　忍　様

〔交通遺児福祉資金〕への御寄付（県内の交通遺児へ激励金を支給します。）
　◆日ノ丸エネオス給油所部会　会長　中村 徹雄　様
　◆株式会社アミパラ　代表取締役　筒井わかよ　様、アミパラ日吉津店　様、アミパラがいな店　様

御寄付を賜り誠にありがとうございました。
御意志に従い活用させていただきます。（順不同）御寄付御礼

◆ 問い合わせ先 　総務部　☎0857-59-6331◆

◆ 問い合わせ先 　総務部　☎0857-59-6331◆

　本会では、地域福祉の推進とみんなでつくる福祉社会の実現に向けて、
　“県民参画による福祉のまちづくり” “安心して暮らせる仕組みづくり” “福祉を担う人づくり”
を中心に地域の様々な機関・団体と連携して、安心して暮らせる地域社会をめざしています。
　賛助会員の皆様のご協力をいただき、県内の地域福祉をより一層充実していきたいと考えています。
　本会の趣旨にご賛同いただき、会員としてご支援、ご協力をくださいますようお願い申しあげます。
　　　会　費（毎年度）　　団　体　一口：10,000円　　個　人　一口：3,000円
【賛助会員になるには】
　入会を希望される方は、鳥取県社会福祉協議会ホームページより加入申込書をダウンロードしてください。
必要事項を記入の上、本会まで郵送してください。入会申込書受理後、会費納入のご案内をお送りします。

◆申込書送付先◆　〒689-0201　鳥取県鳥取市伏野1729-5　鳥取県社会福祉協議会　総務部

賛助会員を募集しています

新規会員様ご紹介  （令和８年６月１日現在、順不同）　
　シダックスフードサービス株式会社　様

ご入会いただきありがとうございました。

主 な 項 目

切り絵：浦富海岸／紙原  四郎 氏（とっとりいきいきシニアバンク登録）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

P. 2

P. 3
P. 4～5

P. 6
P. 7
P. 8

P. 9

P. 10

P. 11

P. 12～13
P. 14
P. 15
P. 16

今日の眼　社会法人倉吉市社会福祉協議会  会長 涌嶋  祐二
二回目を迎えた「因伯ねんりんピック」
令和８年度県民総合福祉大会
社会福祉法人による「地域における公益的な取組」紹介
えんくるり事業　令和７年度事業報告
市町村社協の〝これから〞
令和８年度介護の入門的研修
令和８年度 介護・福祉・医療保健分野の専門職研修会
次代を担う若い世代に向けた保育の魅力発信
介護の出前講座 「知ってみよう！福祉のお仕事」
令和８年度 社会福祉法人 会計実務研修会の御案内
離職した介護人材等の就職準備金貸付事業の御案内
社会福祉施設のBCP訓練支援
～交通遺児福祉資金事業をご存知ですか～
令和７年度事業報告・決算
令和７年度権利擁護セミナー
令和７年度苦情受付状況について
賛助会員募集・御寄付御礼・赤い羽根共同募金

鳥取県社協だより

志あわせへ
Shi 　

　  
a 　 　 　 w a 　 　  

　  
s e
　

 　 　
   

e

音声コード Uni-Voice

音声コード「Uni-Voice」
を印字しています。
音声コードをアプリで読
み込んでいただくと音声
が流れます。

夏号
第255号

令和８年
７月１日発行

小野 雅孝　様　　西村 裕美　様　　山部 一人　様
梶本 周平　様　　川上 英二　様　　花房 　剛　様

音声コード Uni-Voice

志
あ
わ
せ
へ

志
あ
わ
せ
へ

Shi-a
-w

a
-se-e


